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10月21日㈰に松之山体育館駐車場で
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毎
年
11
月
14
日
は

世
界
糖
尿
病
デ
ー
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血糖検査  保健指導判定値該当者の割合
（HbA1c5.6～6.4％）

市

県

（％）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

っ
て
い
ま
す
か
？糖

尿
病
の
こ
と

●
問
合
せ
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人

保
健
係
（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

【用語解説】

●血糖＝血液中を流れるブドウ糖のこと

●HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー・単位：％）＝ブドウ糖と赤血球

に含まれるヘモグロビンが結合した数値で、ブドウ糖が多いほどこの値

が高くなる。過去１～２か月間の平均血糖値を反映し、血糖コントロー

ルの指標として重要な検査値で、適正は5.5以下

●eGFR（イージーエフアール・単位：㎖／分／1.73㎡）＝腎臓が老廃物

を尿排泄する能力を示す値。低いほど腎臓の働きが悪いとされ、適正は

60以上

十
日
町
市
民
の
健
康
状
況

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
県
と

比
べ
て
肥
満
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
人
は

少
な
い
一
方
、
血
糖
値
が
基
準
を

超
え
保
健
指
導
判
定
値
に
該
当
す

る
人
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
（
下
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
ま
た
、
市
内
で
新
規
に
人
工
透

析
を
行
う
こ
と
に
な
る
原
因
疾
患

で
一
番
多
い
の
が
糖
尿
病
で
す
。

発
症
に
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
わ

る
糖
尿
病
は
、
日
ご
ろ
か
ら
で
き

る
予
防
と
、
重
症
化
を
防
ぐ
取
組

み
が
大
切
で
す
。

知知
特 集
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体力測定の様子

市報とおかまち　平成30年11月10日号

「努力ではなく習慣を変える」と

いうお医者さんの話が印象的でし

た。早寝早起き、空腹時には脂肪

が燃えているのでちょっと我慢し

て水を飲む、夜食は食べない、と

いうことを実践しています。

上村 富子 さん
（69歳・北新田２）

食事は量やバランスを意識してと

るようになりました。痩せると体

が軽くなり、血液の数値が良くな

りました。食べ過ぎたと感じたと

きは３日ぐらいかけて調節してい

ます。「自分のため」に、ぜひ参

加してください。

古澤富美子 さん
（69歳・本町１上）

糖
尿
病
予
防
　
（
誰
で
も
参
加
可
）

重
症
化
予
防
　
（
該
当
者
の
み
参
加
可
）

　
糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
予
防
の
た
め
、
医
師
・

管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
や
み
そ
汁
の
試
飲
、

運
動
実
技
を
行
い
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食
推
さ
ん
）
と
一
緒

に
、
各
地
域
で
糖
尿
病
予
防
の
健
康
教
育
や
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。

　
住
民
健
診
会
場
で
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ

る
糖
尿
病
予
防
の
バ
ラ
ン
ス
食
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

対
市
国
保
加
入
の
40
〜
69
歳
で
、
特
定
健
診
の

結
果
、
血
糖
値
が
受
診
勧
奨
判
定
値
以
上
の

人
、
主
治
医
か
ら
勧
め
ら
れ
た
人
な
ど

内
医
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
運
動
指
導

士
に
よ
る
講
話
や
試
食
、運
動
実
践
を
通
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
ま
す

※
支
所
で
は
糖
尿
病
予
防
教
室
も
開
催
し
て
い

ま
す

対
血
管
い
き
い
き
教
室
参
加
者

内
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
や
運
動

実
践
を
通
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
・
継
続
を

図
り
ま
す

生
活
習
慣
病
予
防
公
開
講
座

血
管
い
き
い
き
教
室

地
区
伝
達
講
習
会

血
管
い
き
い
き
教
室
同
窓
会

糖
尿
病
予
防
の
バ
ラ
ン
ス
食
の
Ｐ
Ｒ

このほか、40〜74歳で市の特定健診の結果、高血糖
（HbA1c7.0以上）、腎機能eGFR45未満、高血圧（最高
180㎜Hgまたは最低110㎜Hg以上）で医療機関の未受
診の人に対しては、医療機関の受診を勧めています。

interviewinterviewinterview

県と市内企業
が協力

て
市
内
企
業
と
連
携
し
、
健
康
づ

く
り
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
株
式
会
社
丸
山

工
務
所
（
稲
葉
）
か
ら
協
力
い
た

だ
き
、
６
月
に
従
業
員
の
皆
さ
ん

に
体
力
測
定
や
栄
養
指
導
、
清
涼

飲
料
水
の
糖
分
展
示
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。参
加
し
た
人
か
ら
は
、

「
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
糖
分
の
多
さ
を

知
り
、
微
糖
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
に
変

え
た
」、「
意
識
し
て
健
康
づ
く
り

を
続
け
た
い
」
な
ど
、
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

こんな取組みも

毎日時間を見つけて、家の周りを

歩くことが日課になりました。

細谷千恵子 さん
（65歳・春日町２）

日常生活を振り返り、生活習慣を

見直すことができました。

阿部 俊男 さん
（69歳・北原）

　
十
日
町
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部

（
保
健
所
）
で
は
、

働
き
盛
り
世
代
の

生
活
習
慣
病
予
防

モ
デ
ル
事
業
と
し

糖尿病予防および重症化予防のため、

市で行っている取組み感想を聞きました
interviewinterviewinterviewinterviewinterviewinterview
感想
interviewinterviewinterview
感想
interviewinterviewinterview

を聞きましたを聞きました

参加した人に 　
糖
尿
病
は
、
主
な
死
亡
原
因
で
あ
る
脳
卒
中
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど

の
危
険
因
子
で
も
あ
り
ま
す
。
11
月
14
日
の
世
界
糖
尿
病
デ
ー
を
含
む

11
月
12
日
〜
18
日
は
「
全
国
糖
尿
病
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿

病
の
こ
と
を
知
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
治
療
中

の
人
は
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

まずは知っておく

分に働かず、血糖が増えてしまう病気です。

血糖が増えると、血管を傷つけ血流の流れ

が悪くなり、必要な酸素や栄養が全身に行

き届かなくなります。そして細胞や臓器に

障害が起こります。

　膵
すい

臓から出る血糖値

を下げる唯一のホルモ

ン「インスリン」が十

糖尿病って

どんな病気？

平成28年「国民健康・栄養
調査」（厚生労働省）より国民と糖尿病

治療中
未治療・
治療中断

うち、
約

治療中

７割
うち、
約

未治療・
治療中断

3 割

糖尿病が強く疑われる人
糖尿病の疑いが否定できない人

いずれも

うち、

1,000万＝ 人
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　平成30年３月に策定したこの計画では、次の

ことを目指しています。

この計画に基づき、特にこの３年間は糖尿病対

策に取り組んでいきます。まだ市国保加入者で特

定健診を受診していない人は、医療機関での施設

健診を平成31年１月31日㈭まで受け付けていま

すので、ぜひ受診してください。

ことを目指しています。

この計画に基づき、特にこの３年間は糖尿病対

策に取り組んでいきます。まだ市国保加入者で特

若いころから健康診査を受診する習慣を身

につけ、

●生活習慣病の発症予防や重症化予防によ

り、健康寿命を延ばし平均寿命との差を

少なくする

●医療受診を必要な人が医療を受けるなど

医療費の適正化を図る

　
初
期
の
糖
尿
病
の
多
く
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
分
で

は
気
づ
き
に
く
い
病
気
で
す
。
し

か
し
放
置
す
れ
ば
、
動
脈
硬
化
が

起
こ
り
、
細
い
血
管
が
傷
つ
き
詰

ま
る
と
、
①
糖
尿
病
神
経
障
害
、

②
糖
尿
病
網
膜
症
か
ら
の
視
力
の

低
下
や
失
明
、
③
糖
尿
病
腎
症
か

ら
の
人
工
透
析
と
な
り
、
こ
れ
ら

は
三
大
合
併
症
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
太
い
血
管
が
傷
つ
き

詰
ま
れ
ば
、
命
の
危
険
が
あ
る
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、
自
分
で
歩
け

な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
合
併
症
に
な
る
と
、
身
体
だ

け
で
な
く
生
活
で
も
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
日
本
糖
尿
病
学
会
で
は
、
糖
尿

病
患
者
が
目
標
と
す
るH

b
A

1
c

の
値
を
、
血
糖
の
正
常
化
を
目
指

す
と
き
は
６
％
未
満
、
合
併
症
予

防
の
と
き
は
７
％
未
満
、
低
血
糖

な
ど
の
副
作
用
そ
の
ほ
か
の
理

由
で
治
療
の
強
化
が
難
し
い
と

き
は
８
％
未
満
と
し
て
い
ま
す
。

H
b
A

1
c

は
健
康
診
断
な
ど
の
血

液
検
査
で
も
示
さ
れ
る
数
値
で
す

の
で
、
年
に
１
回
は
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
、
自
身
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
な
ど
は
、
食
べ
す
ぎ
・
運
動
不

足
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
の
生
活
習

慣
が
関
係
し
て
発
症
、
進
行
す
る

こ
と
か
ら
「
生
活
習
慣
病
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
血
糖
値
の
上
昇
は
食

事
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
運
動
は
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
良
く
し
、
血

糖
値
を
下
げ
ま
す
。食
事
や
運
動
、

禁
煙
や
体
重
管
理
と
い
っ
た
毎
日

の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
調
査
に

よ
る
と
、
糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
治
療
を
中
断
す
る
患

者
は
年
間
51
万
人
も
い
て
、
合
併

症
が
起
こ
っ
て
か
ら
受
診
を
再
開

す
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
治
療
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。
も
し
合
併
症
が
見
つ
か
っ
た

と
き
は
、
早
め
に
詳
し
い
検
査
や

治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
歯
周
病
の
炎
症
反
応
が
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
に
影
響
を
与
え
、
糖

尿
病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
歯
周
病
治
療
が
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
言

わ
れ
、
歯
磨
き
は
糖
尿
病
の
発
症

や
悪
化
予
防
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
の
糖
尿
病
患
者
が

認
知
症
と
な
る
リ
ス
ク
は
高
く
、

軽
度
の
認
知
障
害
が
あ
る
と
さ
ら

に
認
知
症
を
発
症
し
や
す
い
と
も

言
わ
れ
ま
す
。最
近
の
研
究
で
は
、

治
療
で
血
糖
値
が
良
く
な
る
と
認

知
機
能
も
一
部
改
善
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
治
療
の
目
標
は
、
血

糖
・
体
重
・
血
圧
・
血
液
の
脂
質

の
良
好
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
を

維
持
し
、
合
併
症
の
発
症
と
悪
化

を
防
ぎ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

を
保
ち
、
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な

い
寿
命
を
全
う
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
か
か
り
つ
け

医
を
持
ち
、
必
ず
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
糖
尿
病
だ

け
で
な
く
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
な
ど
は
認
知
症
に
つ
な
が
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
危
険
因
子
を
減
ら
す
こ

と
も
有
効
で
す
。
市
が
行
う
教
室

な
ど
に
参
加
し
、
仲
間
と
と
も
に

生
活
習
慣
の
改
善
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

医療法人社団山口医院

医師・院長　山口 義文 さん

　これまで糖尿病のことや、予防についての取り組みを紹介

しました。さらに理解を深めるために、医療法人社団山口医

院（袋町中）の山口義文さんから、糖尿病についての話を聞

きました。

お医者さんに聞きました

　これまで糖尿病のことや、予防についての取り組みを紹介

教
　これまで糖尿病のことや、予防についての取り組みを紹介

糖尿病えてください、 のこと

Doctor's AdvicesDoctor's AdvicesDoctor's Advices
糖
尿
病
と
深
い
関
連
の
あ
る

糖
尿
病
と
深
い
関
連
の
あ
る

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い
て

〜
今
年
度
か
ら
住
民
健
診
に
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
〜

　
市
は
７
月
に
「
生
活
習
慣
病
予

防
公
開
講
座
」
を
開
催
し
、
新
潟

大
学
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
魚

沼
基
幹
病
院
腎
臓
内
科
部
長
の
飯

野
則
昭
さ
ん
か
ら
、
慢
性
腎
臓
病

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
内
容
に
つ
い
て
、
重
要
な

部
分
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

　
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
高
尿
酸
血
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
に
か
か
る
と
、
慢
性
腎
臓
病

を
併
発
す
る
恐
れ
が
高
く
な
り
ま

す
。
慢
性
腎
臓
病
は
人
工
透
析
の

導
入
だ
け
で
な
く
、
心
血
管
死
亡

（
心
臓
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
大

動
脈
疾
患
な
ど
）
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
次
の
３
点
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
の
治
療
を
適
切

に
開
始
し
中
断
し
な
い

適
切
な
体
重
を
維
持
す
る

生
活
習
慣
を
見
直
す
（
特
に

大
量
の
塩
分
・
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
、
喫
煙
、
鎮
痛
剤
の
常

用
を
し
な
い
）

　
慢
性
腎
臓
病
の
診
断
に
は
、
尿

検
査
と
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
測
定

に
よ
る
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
算
出
が
重
要

で
す
。
尿
の
異
常
（
蛋
白
尿
・
尿

潜
血
な
ど
）
は
検
査
を
受
け
な
い

と
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ

で
腎
機
能
を
評
価
し
、
慢
性
腎
臓

病
を
早
期
に
発
見
・
治
療
す
る
こ

と
で
、
病
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

年
１
回
特
定
健
診
な
ど
で
必
ず
尿

検
査
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
測
定

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

講演の様子

　
糖
尿
病
は
症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
、

す
で
に
病
気
が
進
行
し
た
状
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
健
診

結
果
やH

bA
1
c

の
値
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
、
市

で
行
っ
て
い
る
取
組
み
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
人
は
治

療
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。
日
ご
ろ
か
ら
、

糖
尿
病
予
防
と
重
症
化
予
防
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

市国民健康保険第２期保健事業実施計画

（データヘルス計画）について

　平成30年３月に策定したこの計画では、次の

ことを目指しています。

市国民健康保険第２期保健事業実施計画

（データヘルス計画）について
糖尿病予防

が重点です

●慢性腎臓病＝腎臓の

働きがさまざまな原

因で徐々に悪くなっ

ていく病気。進行す

ると慢性腎不全とな

り、人工透析が必要

になることもある

【用語解説】
年
１
回
の
健
康
診
断
を

早
期
発
見
が
大
切

生
活
習
慣
の
見
直
し
を

治
療
は
中
断
し
な
い

ほ
か
の
病
気
と
の
関
連
も

健
康
に
暮
ら
す
た
め
に

糖
尿
病
と
合
併
症

慢
性
腎
臓
病
に
な
ら
な
い
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●選出人数＝３人

●応募資格＝次の全てを満たすこと

　・未婚・既婚を問わず、１年間の活動が可能

な18歳以上の女性（高校生除く）

　・新潟県内在住、または県内に帰省地がある

人

　・十日町市の観光親善大使として、平日を含

め年間20日程度市の観光行事などに出務

可能な人（書類審査通過者は、勤務先など

から出務に関する同意書を提出していただ

きます）

　・ほかのコンテストに入賞し、任期中ではな

い人

　・十日町やきものが大好きで、全国に向けて

PRしたいという熱意のある人

●応募方法＝次のいずれかによる

　①必要事項を記入した応募用紙を持参もしく

は郵送（応募用紙は雪まつり事務局に配置。

希望により郵送可。また、雪まつりホーム

ページでもダウンロード可）

　②雪まつりホームページの応募フォームから

申込み

　※いずれも１人で写っている、３か月以内に

撮影された正面向きの顔のみと、正面向き

の全身カラー写真（L版もしくは画像デー

タ）各１枚を添付してください

　※ガイドブックなどに使用するため、できる

だけ鮮明な写真を用意してください

　※提出された写真および氏名・居住地などは、

十日町雪まつりガイドブック・公式ホーム

ページ・Facebook・報道機関が発行する

刊行物などに掲載します

●応募締切＝平成31年１月11日㈮午後７時必着

●審査日程＝

　①予選会（書類審査）１月13日㈰午前10時～

　②本選会出場者説明会　１月26日㈯午後１時～

　③本選会（公開審査）２月17日㈰

　※予選会通過者には、審査当日に事務局より

電話連絡します

　※②は本選会出場者は参加必須です

　観光親善大使として、市

の産業や観光のPR、およ

び都市間交流などさまざま

な場面で活躍する女性を募

集します。豪華賞品も多数。

美しい振袖とともに、女王

としての一歩を踏み出して

みませんか。

十日町きもの女王2018の皆さん
（左から今井友佳さん、押木舞さん、笛木瑠海さん）昨年のコンテストの様子

すべての申込み・

問い合わせ

　イベントを盛大に開催するための協賛を募集し

ます。団体・個人を問いません。申し込みは、十

日町雪まつりホームページ、または雪まつり事務

局にある申込み用紙を提出してください。

【一般協賛（法人・一般向け）】

　１口10,000円から受付し、10,000円の寄付に

つき雪上カーニバル招待券１枚を贈呈します。

【花火協賛（個人向け）】

　１口500円から受付し、10,000円の寄付につ

き雪上カーニバル招待券１枚を贈呈します。また、

差支えなければ雪まつりガイドブックへ名前を掲

載します。

●注意事項＝

・雪上カーニバル招待券贈呈は、平成31年２

月１日㈮までの受付分のみ

・花火協賛の申込みは、平成31年２月15日㈮

まで（入金はその後でも可）。また、ガイドブッ

クへの名前掲載は平成31年１月11日㈮まで

に申し込みした人のみ

【広告協賛（法人・団体向け】

　雪まつりガイドブックの広告枠へ、希望の広告

デザインを掲載します。企業や団体はもちろん、

イベントなどの広告も掲載できます。

●広告掲載料＝下表のとおり

雪まつり協賛金募集

　おまつりひろばを開設する団体と、雪の芸術作

品の制作団体を募集します。

【おまつりひろば】

　ひろばで来訪客を迎え、おもてなしをします。

【雪の芸術作品】

　出品区分は芸術部門・特別部門・学童部門の３

部門とします。なお、芸術部門は十日町地域の作

品のみが審査対象となります。

●応募締切＝12月21日㈮

ひろば開設・雪像制作団体募集

　雪まつりを盛り上げるため、期間中に開催する

地域の催しを協賛行事として募集します。協賛行

事は、雪まつりガイドブックに日時と行事名を掲

載します（経費を補助するものではありません）。

●応募締切＝平成31年１月７日㈪

協賛行事募集

十日町雪まつり実行委員会事務局（市総合観光案内所） ☎ 757-3100

　ホームページ http://snowfes.jp/　　電子メール snowfes@city.tokamachi.lg.jp

出場者募集 十日町きもの女王コンテスト2019

 雪まつりに参加して楽しみましょう 各種募集

サイズ（縦×横：単位センチ） 価格

24.1×16.6（１ページ全面） 500,000円

9.4×16.6 200,000円

4.5×16.6 100,000円

4.5×8.2 50,000円

 十日町きもの女王コンテスト2019

第70回
白い愛の祭典

各種募集の
お知らせ十日町雪まつり

昨年度市長賞作品
「アリスが迷い込んだ十戒」

（七和地区振興会）

昨年度市長賞作品
「陰と陽」

（水沢雪まつり会）
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おいしいイタリア料理を味わいませんか

第３回世界イタリア料理週間 〜イタリアンフェアin十日町〜

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課広報広聴係☎757-3112

スキー関係者悲願の大会が十日町市で開催されます

第56回全国中学校スキー大会「クロスカントリー競技」

● ● ● ● ●問合せ：スポーツ振興課☎756-5013

　
第
56
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
「
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
」
が
、
平
成
31
年
２
月
４
日

㈪
か
ら
７
日
㈭
ま
で
の
４
日
間
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
国
際

ス
キ
ー
連
盟
公
認
十
日
町
市
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ス
キ
ー
関
係
者
悲
願
の
こ
の
大
会
に
は
、

全
国
か
ら
選
手
・
関
係
者
や
応
援
な
ど
約

１
５
０
０
人
が
集
い
、
雪
国
十
日
町
市
の
魅
力

を
全
国
へ
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
を
志
す

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
り
、
市
民

に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
大
会
と
な
り

ま
す
。

●大会日程＝

日程・内容 会場

２月　
４日㈪

午後１時30分～監督・コーチ
会議

十日町市越後
妻有文化ホー
ル「段十ろう」

午後３時～クロスカントリー競
技開始式

５日㈫
午前10時～男子クラシカル

十日町市吉田
クロスカント
リー競技場

正午～女子クラシカル

６日㈬

午前10時～男子フリー

正午～女子フリー

午後２時30分～コンバインド
クロスカントリー

７日㈭
午前10時～男子リレー

正午～女子リレー

　当市は「2009 トキめき新潟国体」開

催ほか、これまで延べ６回の全日本ス

キー選手権大会開催の実績があり、コー

ス整備や競技運営力は国内屈指です。大

会の成功と、十日町らしい大会運営とお

もてなしで全国から来訪する選手たちを

迎えるため、市・中学校体育連盟・スキー

協会関係者が一体となり、実行委員会体

制で準備を進めています。

　また、市内中学生選手は地元での「全

国制覇」を目指し、トレーニングに取り

組んでいます。市民の皆さんの暖かい声

援をお願いします。

十日町市吉田クロスカントリー競技場スタジアム全景　　Photo by Tsutomu Yamada

駐日イタリア大使館が実施す

る「世界イタリア料理週間」を、

昨年に引き続き「イタリアン

フェアin十日町」として開催し

ます。

期間中は姉妹都市であるコモ市の魅力だけで

なく、伝統料理やコモ地方を中心とした食材を

使った料理やワインを、市内の飲食店で楽しむ

ことができます。合わせて、右記の２つのイベ

ントも開催しますので、この機会にイタリアを

身近に感じてみませんか？

店名　※順不同 提供メニュー　※変更になることあり アペリティーボ 営業時間と定休日

ラポート十日町
宴会コースご利用の方に提供（コモ地方の生ハム、フ
レッシュチーズを使用した料理）

午前９時～午後10時
休無休　※要予約

サバス カボチャのニョッキ ○
午後５時30分～12時
休無休

いこて とろろと茶太郎の和風パスタ
午前11時～午後２時、午後
５時～10時
休㈪・㈰夜

C
カ ー サ

asa d
ディ

i  R
アール

　
伊産ドルチェポークと黒キャベツのトマト煮カッスー
ラ風 焼きポレンタ添え、スプマンテ ○

午後５時～ 11時
休㈬

トラットリア
　　ペペロッソ

白身魚のリゾット、ミラノサラミのピッツア、きのこ
と生ハムのパスタ ○

午前11時～午後３時、午後
５時30分～ 10時
休㈪

モダン食堂K
キ チ

ICHI 生ハムの新米にぎり、生ハム盛り合わせ ○
午後６時～ 12時
休不定休㈪

きっちん愚留米
牛肉の赤ワイン煮込み・ポレンタ添え、生ハム・サラ
ミ盛り合わせ、タレッジョチーズ ○

午前11時30分～午後２時、
午後５時30分～９時
休㈬

レストラン
ブアソン・フォレ

カルボナーラ、チキンとズッキーニのチーズサラダ、
メレンゲクッキー チョコレートソース ○

午前11時30分～午後２時
30分、午後５時～ 10時
休㈪

パスタ＆ダイニング
アーリオ

自家製生パスタの生ハムとゴルゴンゾーラのクリーム
ソース、生ハムとイタリアチーズの盛り合わせ ○

午前11時30分～午後２時
30分、午後５時30分～９時
休㈫

I
イル

L C
カ ト ラ

ATLA G
グ リ ル

RILL
パルミジャーノレッジャーノ＆ブラックペッパーたっ
ぷりパスタ、パルミジャーノレッジャーノサラダ、季
節のフルーツとマスカルポーネチーズ

○
午前11時30分～午後２時
30分、午後６時～９時30分
休㈪

ベルナティオ
　　「アイリス」

イタリア料理ハーフバイキング、メイン料理は「仔牛
のＴボーンビスティッカ（ステーキ）」
ほかメインコース４種あり、詳細は公式ホームページ

午後５時30分～９時30分
休11/23は提供なし
※日帰りの方は要予約

林屋旅館

イタリアコモ料理コース（タラのヴィツェンツァ風ソー
ス・ポレンタ添え、白身魚のリゾット、牛肉の赤ワイ
ン煮込み、ピッツォッケリ、ロンバルディア生ハムと
チーズ盛り、ティラミス）

午前９時～午後８時
休無休　※要予約

醸す森
[kamosu mori ]

コース料理にて提供（鹿ロースのロースト　とうもろこ
しのガレット） ○

午後５時30分～ 10時
休㈪・㈫　※要予約

店名　※順不同

ラポート十日町
宴会コースご利用の方に提供（コモ地方の生ハム、フ

●市内参加飲食店

日11月19日㈪～25日㈰

￥各メニューによる
十日町市HP

QRコード

日11月18日㈰午前11時～午後４時
会市民交流センター「分じろう」マーケット広場
内イタリア料理・ワインなどの提供（市内飲

食店）、イタリア車（ランボルギーニ、ア

ルファロメオなど）、イタリア製ペレット

ストーブの展示
※「タボラータ」とは、大勢で楽しく食卓を囲むと

いう意味

　軽食を楽しむイタリアの習慣「アペリ

ティーボ」を楽しめます。
日11月19日㈪～25日㈰※参加店は下部参照
￥内容や価格は各店舗による

アペリティーボ イベント

プレイベント「タボラータと情熱のイタリア車展示会」

※アペリティーボ参加店は欄に○
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今から聞いてほしい、除雪のはなし

十日町市の雪対策

● ● ● ● ●問合せ：建設課維持係☎757-9932

　
雪
の
準
備
が
必
要
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。「
ま
だ
早
い
」
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雪
が
降
っ
て
か
ら
慌
て
な
い
た
め
に
、
今
か
ら
お
知

ら
せ
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
多
く
雪
が
降
る
十
日
町
市
で
は
、
ど
ん
な
雪
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
の
暮
ら
し
は
、
雪
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
雪
対
策
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
市
が
行
う
公
共
除
雪
に
よ

る
「
公
助
」、
自
宅
周
り
の

雪
は
自
分
で
片
づ
け
る
「
自

助
」、
近
所
や
町
内
で
助
け

合
う
「
共
助
」。
こ
れ
ら
が

互
い
に
関
わ
っ
て
雪
対
策
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

雪対策メニュー

消
雪
パ
イ
プ

　
市
が
行
う
公
共
除
雪
に
よ

る
「
公
助
」、
自
宅
周
り
の

　
市
が
行
う
公
共
除
雪
に
よ

消
雪
パ
イ
プ

流
雪
溝

雪
は
自
分
で
片
づ
け
る
「
自

助
」、
近
所
や
町
内
で
助
け

合
う
「
共
助
」。
こ
れ
ら
が

る
「
公
助
」、
自
宅
周
り
の

雪
は
自
分
で
片
づ
け
る
「
自

流
雪
溝

町
内
の
助
け
合
い

合
う
「
共
助
」。
こ
れ
ら
が

互
い
に
関
わ
っ
て
雪
対
策
が

助
」、
近
所
や
町
内
で
助
け

合
う
「
共
助
」。
こ
れ
ら
が

町
内
の
助
け
合
い

各
種
助
成
事
業

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

互
い
に
関
わ
っ
て
雪
対
策
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

各
種
助
成
事
業

機
械
除
雪

【
機
械
除
雪
の
仕
組
み
（
基
本
的
な
も
の
）】

●
市
委
託
除
雪
＝
幹
線
道
路
の
除
雪
。
市
と
業

者
の
契
約

●
生
活
道
路
除
雪
＝
町
内
の
生
活
道
路
の
除

雪
。
町
内
、
市
、
業
者
の
三
者
契
約

●
認
定
外
道
路
除
雪
補
助
＝
市
道
で
な
い
道
の

除
雪
に
対
す
る
補
助
。
町
内
と
業
者
の
契
約

除
雪
は
み
ん
な
の
協
働
事
業

十
日
町
市
の
除
雪
基
準

除
雪
費
の
推
移

　
市
道
除
雪
の
出
動
基
準
と
な

る
降
雪
深
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
た
、
春
先
の
雪
出
し
場
の

雪
戻
し
作
業
（
攪か
く

拌は
ん

）
や
、
冬

期
間
通
行
止
め
と
な
る
市
道
な

ど
の
除
雪
は
、
雪
解
け
の
状
況

を
見
な
が
ら
行
う
方
針
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
除
雪
費
は
約

25
億
円
で
し
た
。

　
雪
の
降
り
方
に
も
よ
り
ま
す

が
、
下
に
示
し
た
過
去
５
年
間

の
グ
ラ
フ
を
見
て
わ
か
る
よ
う

に
、
除
雪
に
か
か
る
経
費
は
増

加
傾
向
で
す
。
市
で
は
、
適
切

な
除
雪
が
行
わ
れ
て
い
る
か
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
除
雪
費

の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

基準降雪深
（時期別）

車道 歩道

12月〜２月 10㎝

15㎝
上記以外
の時期

15㎝

●
除
雪
延
長
＝
４
５
４
㎞

　（
道
路
総
延
長
の
40
％
）

1,698

2,735

1,246

1,985

2,500

1,003 1,341

636

917
1,085

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

25年度

除雪費と降雪累計
（百万円） （cm）

26年度 27年度 28年度 29年度

除雪費（百万円） 降雪累計（cm）

除
雪
作
業
に
つ
い
て

除
雪
作
業

2.

雪
出
し
場
の
確
保
に
つ
い
て

雪
出

1.
　
早
朝
の
除
雪
は
、
降
雪
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
通
勤
や
通
学
に
で

き
る
だ
け
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、
午
前
７
時
ま
で
の
完
了
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
作
業
音
や
除
雪
後
に
残

さ
れ
る
雪
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
支
障
な
く
生
活

す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
こ
と
を

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
家
の

出
入
り
口
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

危
険
で
す
の
で
作
業
中
の
除
雪
車

に
は
、
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
で
の
地
下
水

く
み
上
げ
に
よ
り
、
冬
期
間
地
下

水
位
の
大
幅
な
低
下
が
見
ら
れ
る

ほ
か
、
市
内
の
各
所
で
消
雪
井
戸

の
渇
水
が
発
生
し
、
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

必
要
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で

の
散
水
は
控
え
る

市
の
取
組
み

必
要
な
と
き
に
だ
け
散
水

　
消
雪
面
積
は
必
要
最
低
限
に
し

ま
し
ょ
う
。
敷
地
全
体
や
、
過
大

消
雪
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。必
要
な
箇
所
だ
け
、

消
雪
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
道
消
雪
パ
イ
プ
に
は
節
水
タ

イ
マ
ー
を
設
置
し
、
間
欠
運
転
を

す
る
こ
と
で
、
取
水
量
を
抑
え
て

い
ま
す
。
設
置
を
し
て
い
な
い
路

線
に
つ
い
て
は
、
今
後
順
次
設
置

し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
市

の
か
け
が
え
の
な
い
資
源
で
あ
る

地
下
水
を
守
る
た
め
、「
十
日
町

市
地
下
水
利
用
適
正
化
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
、
井
戸
の
掘
削
・

取
水
の
規
制
を
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
積
も
ら
な
い
雪
、
積
も
っ
て
も

そ
の
後
す
ぐ
に
天
候
が
回
復
す
る

見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
散
水
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
は
限
り
あ
る
資
源

〜
井
戸
の
適
正
利
用
と
節
水
に
協
力
を
〜

地
下
水

3.
　
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
で
の
地
下
水

く
み
上
げ
に
よ
り
、
冬
期
間
地
下

水
位
の
大
幅
な
低
下
が
見
ら
れ
る

ほ
か
、
市
内
の
各
所
で
消
雪
井
戸

の
渇
水
が
発
生
し
、
大
き
な
影
響

3.

　除雪に関してお願い　　したいことがあります

　
道
路
の
除
雪
を
す
る
に
は
雪
の

出
し
場
が
必
要
で
す
。
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
引
き
続
き
十
分
な
雪
出

し
場
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場
所

は
、
ま
わ
り
と
同
じ
時
期
に
雪

が
消
え
る
よ
う
、
暖
か
く
な
っ

て
き
た
こ
ろ
に
残
雪
の
雪
戻
し

（
攪か
く
は
ん拌

）
を
行
い
ま
す
。
状
況
に

よ
り
、ト
ラ
ッ
ク
で
「
運
搬
排
雪
」

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多

大
な
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
雪
戻

し
は
攪
拌
を
基
本
と
し
、
や
む
を

得
ず
行
う
と
き
は
必
要
最
小
量
で

行
い
ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



12市報とおかまち　平成30年11月10日号

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成30年11月10日号13

市と広域事務組合の人事についてお知らせします

十日町市・十日町地域広域事務組合の人事行政事情の公表

● ● ● ● ●問合せはそれぞれ記載

　「十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成29年度の状況を公

表します。

●問合せ＝総務課人事係☎757-9787

十日町市

　退職者30人、採用者35人と
なっています。

①退職者

区　　分 人　数

定 年 退 職 12人

普 通 退 職 12人

そ の 他 2人

再 任 用 退 職 4人

合 計 30人

②採用者

●特別休暇（有給）＝結婚・出産・お悔やみ・そのほか
特別な事情で勤務しないことが相当なときに与えられ
る休暇です

●年次有給休暇（平成29年１月１日〜12月31日）＝１年
ごとに20日付与され、20日を超えない範囲内の残日
数は、翌年に繰り越すことができます

※対象は市長部局に在職する一般職員

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

4,648日 386人 12.0日

●介護休暇（無給）＝家族を介護するため勤務しな
いことが相当なときに、６か月以内の期間で与え
られる休暇です

取得職員数 １人

取得職員数 ７人

●育児休業（無給）＝３歳に満たない子を養育する
必要があるときに休業できる制度です

3 職員の勤務時間その他の勤務条件

●勤務時間＝労働基準法の限度内
である１日７時間45分、１週間
38時間45分となっています

１週間の正規
の勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午〜午後１時

区　　分 人　数

上 級 17人

中 級 2人

初 級 4人

教 育 職 員 1人

そ の 他 5人

再 任 用 6人

合 計 35人

職員の分限・懲戒処分
●分限処分＝法律に定められた事由に該当したときに、

職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす
処分のことです。降任・免職・休職・降給があります

※人数は延べ人数

降任 免職 休職 降給 合計

０人 ０人 ９人 ０人 ９人

分限処分者数

●懲戒処分＝任命権者が職員の一定の義務違反に対
して、その責任を追及して行う行政上の不利益処
分のことです。免職・停職・減給・戒告があります

免職 停職 減給 戒告 合計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

懲戒処分者数

4

職員の研修・勤務成績の評定
●職員の研修＝公務の基礎知識から高度な行政運営までの能力を養うため、県市町村総合事務組合などが行う研

修を受講しています。平成29年度は延べ683人が研修に参加しました

●勤務成績の評定＝人材育成および業務効率の向上を目的として、定期的（年２回）に勤務成績を評価しています

5

●公務災害など

認定請求件数
公務災害 通勤災害

５件 １件

職員の福祉および利益の保護

●厚生計画

区分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生
制度

定期健康診断 定期健康診断・事後指導など
人間ドック 人間ドック受診の推進・事後指導など
メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済
制度

短期給付 保険給付（医療保険）・休業給付など
長期給付 退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業・保健事業・宿泊施設運営など

6

　「十日町地域広域事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、

平成29年度の状況を公表します。

●問合せ＝十日町地域広域事務組合 総務課☎757-1556

任免

任免

　退職者２人、採用者６人と

なっています。

①退職者

区　　分 人　数

定 年 退 職 ０人

勧 奨 退 職 １人

普 通 退 職 ０人

そ の 他 １人

合 計 ２人

②採用者

区　　分 人　数

消 防 士 上 級 ０人　　

消 防 士 初 級 ４人　　

そ の 他 ２人　　

合　　　　 計 ６人　　

1

1

●年次有給休暇（平成29年１月１日〜12月31日）＝１年

ごとに20日付与され、20日を超えない範囲内の残日

数は、翌年に繰り越すことができます ※９か月以上在職した職員を集計

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

1,278日 120人 10.5日

●介護休暇（無給）＝家族を介護するため勤務しないことが相当なときに、

６か月以内の期間で与えられる休暇です
取得職員数 ０人

●特別休暇（有給）＝結婚・出産・お悔やみ・そのほか特別な事情で勤務しないことが相当なときに与えられる

休暇です

取得職員数 １人●育児休業（無給）＝３歳に満たない子を養育する必要があるときに休業で

きる制度です

職員の勤務時間その他の勤務条件

●勤務時間＝労働基準法の

限度内である１日７時間

45分、１週間38時間45

分となっています。 ※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり15時間30分で、３交替制のローテーション勤務

１週間の正規の
勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午〜午後１時

2

区　分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 計

職員数 568人 546人 518人 503人 496人 492人 485人

増　減 △33 △22 △28 △15 △7 △4 △7 △116

　第２次定員適正化計画（平成23年６月策定）に基づき職員数を削減し、
平成28年度に計画目標数である500人を達成しました。

※再任用職員除く

職員数2

●懲戒処分＝任命権者が職員の一定の義務違反に対して、そ

の責任を追及して行う行政上の不利益処分のことです。免

職・停職・減給・戒告があります

免職 停職 減給 戒告 合計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

懲戒処分者数

職員の分限・懲戒処分

●分限処分＝法律に定められた事由に該当したときに、職員

の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のこ

とです。降任・免職・休職・降給があります

※人数は延べ人数

降任 免職 休職 降給 合計

０人 ０人 ３人 ０人 ３人

分限処分者数
3

職員の研修・勤務成績の評定

●勤務成績の評定＝人材育成および業務効率を増進させることを目的とし

て、定期的（年２回）に勤務成績を評価しています

●職員の研修＝消防救急技術を養うため、県消防学校などが行う研修を受講

しています。平成29年度は25人が各種研修に参加しました

4

職員の福祉・利益の保護

●厚生計画 ●公務災害など

区分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生
制度

定期健康診断 定期健康診断・事後指導など
人間ドック 人間ドック受診の推進・事後指導など

共済
制度

短期給付 保険給付（医療保険）・休業給付など
長期給付 退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業・保健事業・宿泊施設運営など

認定請求の件数

公務災害 通勤災害

７件 ０件

5

※市・広域事務組合とも、公表項目の職員給与は市報平成29年12月25日号に掲載

十日町地域
広域事務組合



連載コーナー

市道 高山太子堂線県道十日町千手線

十日町橋

県道
十日町川西線

妻有大橋

信濃川
田川

H32

H33

H32
H33

西本町
区画整理地区

下水処理
センター

【市街第18、19計画区】
・町名なし
　（寅乙・寅甲・子・丑）
・高山（古道）

【市街第16、17計画区】
・稲荷町３丁目本通り
　（地籍調査実施区域は除く）

・町名なし
　（寅乙・寅甲・子・丑）
・西本町３丁目
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up
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問産業政策課
　商工振興係
　☎757-3139

食
品
製
造
で
は
、
一
つ
の
ミ
ス
や
異
物
混
入
が
会
社
全
体
の
問
題
に

な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
管
理
を
徹
底
し
、
特
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
教
え
て
く
だ
さ
い

3

製
造
ラ
イ
ン
で
働
く
中
で
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
異

物
混
入
や
不
良
品
を
出
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
自
分
が
作

っ
た
製
品
が
店
頭
に
並
び
、
お
客
様
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
く
姿
を
見
た

と
き
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、「
お
い
し
か
っ
た
」
と

い
う
お
手
紙
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
仕
事
で
培
っ
た
技
術
や
や
り
が
い
は
？

4

市
内
の
高
校
を
卒
業
後
、
県
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
就
職
し
た
い
と
思
い
、
市
内
の
介
護
施

設
で
７
年
間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
た
な
分
野
で
の
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
当
社
の
求
人
情
報
が
目
に
と
ま
り
、
入
社
を

決
意
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

2

一つ一つの作業を効率よくこなせるように

なるのが、今の目標です。今後は包装業務だ

けでなくほかの業務も経験し、当社の乾麺の

製造全体を担えるようになりたいです。

これからの目標を教えてください
5

た
し
の

わ

社
の

会

い
ち
お
し

ワ
ー
カ
ー

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・

　
　
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

vol.7

「
妻
有
そ
ば
」
を
は
じ
め
と
す
る
乾
麺
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
に
は
、
全
国
乾
麺
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
「
乾
麺H

ハ

サ

ッ

プ

A
C

C
P

」
の

認
証
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
布
の
り
を
つ
な
ぎ
に
使
用
し
た
そ
ば

の
乾
麺
製
造
工
場
で
は
、
初
の
認
証
取
得
に
な
り
ま
す
。
私
の
担
当
は

製
造
部
門
で
の
包
装
業
務
で
、
乾
燥
し
、
切
断
し
た
麺
の
袋
詰
め
か
ら

箱
へ
の
梱
包
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
の
お
仕
事
、
会
社
の
強
み
は
？

31

市内出身。高校を卒業後 、ビジネス関連の専門
学校に進学。専門学校を卒業し、介護施設で働い
たあとに入社。現在２年目。

宮澤 智幸さん（田中町・31歳）

市街第12・13計画区の地籍調査が完了しました

地籍調査事業

● ● ● ● ●問合せ：都市計画課　地籍調査係（☎757-3342）

　
地
籍
調
査
（
住
所
表
示
変
更
）
事

業
に
伴
う
会
社
な
ど
の
変
更
登
記
に

は
市
が
発
行
す
る
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

●
法
人
市
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る

法
人
＝
該
当
す
る
法
人
へ
住
所
表

示
変
更
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

●
法
人
市
民
税
の
納
税
義
務
の
な
い

法
人
＝
地
籍
調
査
成
果
証
明
書
が

法
人
の
皆
さ
ん
へ

区　分 変更前表示 変更後表示

土地の表示 十日町市字江向子300番　 十日町市寿町四丁目300番　

住　　　所 十日町市　　　子300番地 十日町市寿町四丁目300番地

本　　　籍 十日町市　　　子300番地 十日町市寿町四丁目300番地

行　政　区 寿町四丁目

■土地の表示の変更例

　
市
街
第
12
・
13
計
画
区
は
11
月
19
日
㈪
を
も

っ
て
地
籍
調
査
が
完
了
し
、
登
記
さ
れ
ま
す
。

地
籍
調
査
を
実
施
し
た
区
域
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

該
当
区
域

錦
町
一
丁
目
、
錦
町
二
丁
目
、
寿

町
一
丁
目
、
寿
町
二
丁
目
、
寿
町

三
丁
目
、
寿
町
四
丁
目
、
美
雪
町

一
丁
目
、
美
雪
町
二
丁
目
、
美
雪

町
三
丁
目
、
千
歳
町
一
丁
目
、
千

歳
町
二
丁
目
、
千
歳
町
三
丁
目
、

妻
有
町
西
一
丁
目
、
妻
有
町
西
二

丁
目
、
妻
有
町
西
三
丁
目
、
妻
有

町
東
一
丁
目
、
妻
有
町
東
二
丁
目
、

河
内
町

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
市
街
第
12
・
13
計
画
区
の

一
部
区
域
の
住
所
表
示
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
さ
れ
る
区
域
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
住
所
表
示
変
更
手
続
き
に
必
要
な
各
種
証
明

書
や
手
続
き
の
し
お
り
な
ど
は
、
11
月
19
日
㈪

以
降
に
該
当
す
る
人
へ
発
送
し
ま
す
。
新
旧
地

番
対
照
表
や
手
続
き
の
し
お
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
高
山
（
寿
町
四
丁
目
、
錦
町
一
丁
目
）

●
川
治
（
妻
有
町
東
一
丁
目
）

市街第16計画区以降の計画を

下図のとおり変更しました

■株式会社 玉垣製麺所

・H
ハ サ ッ プ

ACCPによる品質管理に加え、技能検定に合格した「製麺技能士」が商品

づくりに携わっています。伝統の製法を守り、さらに技術の研鑽を重ね、お

客様に喜んでいただける麺作りを目指しています

・乾麺製造業　

・従業員26人

・十日町市子688-2（☎752-2563）

掲載希望事業所を
募集します！！

協

企

力

業

平成30年11月10日時点の予定です。
事業の進捗状況により変更すること
があります。

必
要
で
す
。
次
の
書
類
を
問
合
せ

先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
地
籍
調
査
成
果
証
明
交
付
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
位
置
図

・
申
請
者
（
法
人
）
の
登
記
簿
謄
本

（
写
し
）

※
右
記
の
ほ
か
に
も
、
提
出
す
る
書

類
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
問
合
せ
先
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。情報がありましたら、
企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

連載コーナー
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市では良質な工事施工の確保と受注者の技術力の向上を目的に、

模範となる優良な市発注工事を選定し、表彰しています。今年は対

象工事89件の中から、株式会社丸山工務所施工の「河改第１号　

普通河川宮沢川河川改修（３次）工事」（建設課発注）が選ばれ、

この日表彰式を行いました。

交通量の多い国道253号の下に、直径３メートル近いコンクリー

トヒューム管を敷設する工事で、技術を駆使した施工方法や出来栄

えが評価されたものです。工事の現場代理人を務めた同社の水落浩

紀さんは「さまざまな工夫をして工事を進め、無事完成することが

できました。良い評

価をいただき、うれ

しいです」と感想を

話してくれました。

こへび隊

 井原 花奈さん

（鎌倉市・16歳）

Facebookあります

JISAPO こへび隊

業務終わりのキナーレに

て。ふと外をみると、一瞬

で疲れを忘れさせてくれる

ほどの、きれいな夕焼けを

見ることができました。

奴奈川キャンパスの直売

所の野菜。地元の人が毎朝

届けてくれるので、新鮮で

絶品です。地元の人との話

もはずみます。

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

きょうのこへび隊

26

こへび隊通信

地元サポーター

４歳のとき、初めて大地の芸術祭のバスツアーに参加し

ました。生命力溢れる大自然、温かい笑顔で迎え接してく

れるこへび隊と地元の皆さんにとても感動し、憧れたこと

を覚えています。６歳からは友達と毎年越後妻有を訪れて

おり、今年で11年目になります。

2017年の夏会期には、念願だったこへび隊として参加

しました。お客様をおもてなしする側になれたことがうれ

しかったです。そのとき初めて、こへび隊だからこそ感じ

ることのできる、楽しさや喜びも知ることができました。

今年のトリエンナーレでもたくさんのお客様や地元の人

とお話をし、国際色豊かなこへび隊の皆さんと交流でき、

楽しいことだらけでした。今の私をつくってくれたツマリ

に、心から感謝しています。

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

小さな頃からツマリのファンです 絆をつむぐ、新たな介護拠点が完成

10月11日㈭：川治内後２

良質な工事施工の確保・受注者の技術力の向上を目指して

10月１日㈪：市役所本庁

きものが平和の象徴に

10月11日㈭：クロステン

音楽の力で被災地復興を支援

10月４日㈭：市役所本庁

東京オリンピック・パラリンピックに向け、開会式でプラカード

を持つ人が着る世界206の国と地域をイメージしたきものの制作を

する「K
き も の

IMONOプロジェクト」（一般社団法人イマジン・ワンワー

ルド主催）。伝統工芸士の市村久子さん（63歳・本町６）がイエメ

ン共和国のきものを手掛け、このたび披露会が開催されました。

自身の得意技術である「すくい織り」が駆使され、完成までにお

よそ半年間を要したこのきもの。市村さんは、「すくい織りで最も

きれいな、直線を織るのはとても難しかったです。途中で挫けそうにもなりましたが、このきものが世界

平和に役立てばうれしいです」と感想を話してくれました。

株式会社スマイルパートナーズ（本社：津南町）が整備を

進めていた、小規模多機能型居宅介護「とこしえ　りあん」

（定員29人）が完成し、竣工式典が開かれました。フランス

語で「絆」を意味する名が付けられた同施設は、宿泊用の個

室９室を備え、通いや訪問など多面的なサービスを提供し、

在宅介護を支援する介護事業所で、11月１日からサービス

を開始しています。

施設の外観

集まり、これに事業収益を加えた計20万円を被災地復興支援義援金

として、日本赤十字社へ贈呈することにしました。

この日行われた贈呈式では、市民音楽協会の村山修一会長、大淵敦子副会長から、日本赤十字社新潟県

支部十日町市地区副地区長の村山副市長に義援金目録が手渡されました。市民音楽協会の村山会長は「中

越地震などを経験しているこの地域であることもありますが、何より出演した皆さんの演奏が素晴らしか

ったので、これだけ多くの義援金が集まったのだと思います」と話してくれました。

９月に２つのコンサートを開催し

た十日町市民音楽協会。会場に「平

成30年７月豪雨」および「平成30

年北海道胆振東部地震」被災地支援

のために義援金箱を設け、出演者も

募金の呼びかけを行いました。その

結果、２公演で15万ほどの浄財が

左から村山副市長、村山会長、大淵副会長

ヒューム管の敷設状況

（工事写真より）

交流スペースで行われた式典

岩田 清吉さん（89歳・中条旭町）

昭和40年から交通安全協会

役員としてさまざまなイベント

を企画・実施し、地域の交通安

全意識の高揚に努めました。昭

和54年から平成19年までは市

交通指導員としても活動。隊員

を退いてからも、自主的に交通

安全に関しての活動を続けら

れ、これらの長年にわたる貢献

が認められました。

交通安全功労者表彰
（内閣府特命担当大臣表彰）

表彰おめでとうございます

左から㈱丸山工務所丸山浩代表取締役、同社水落さん、

関口市長、（一社）新潟県建設業協会高橋十日町支部長

天井の梁
はり

があらわになった明るく解放感のある交流スペース

では、完成を記念して地域の農業法人によるそば打ちが披露さ

れ、事業所を運営する湖山医療福祉グループの湖
こ

山
やま

泰
やす

成
なり

代表は、

これに掛けて「皆さんの“そば”（近く）で長く愛される施設

にしたいです」と話しました。

市村さん（写真左）と完成したきもの



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成30年11月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

まちなかステージ行事予定表（11月15日～12月14日）※「要申込」以外は申込不要

●分じろうまちの文化歴史コーナー H
は っ か け

AKKAKE

伊達八幡館跡出土品
日12月３日㈪まで、午前９時～午後５時

フクベ（夕顔瓢）
日12月５日㈬～平成31年２月４日㈪午前９時～

午後５時

市民活動センター十じろう　問☎750-7771（本町３）

まちゼミ「100万円得する!?住宅ローンセミナー」
（コモホーム㈱）
日／会11月18日㈰／創作スペース、12月２日

㈰／プレイス１　各日午前11時～正午
※要申込

アニメフレンズ展示会（アニメフレンズ）
日11月25日㈰午前10時～午後６時
会ギャラリー

市民交流センター分じろう　問☎750-7770（本町２）

十日町おもちゃ病院（市社会福祉協議会）
日11月17日㈯午前10時～午後３時（受付午後２

時まで）　会ルーム１

まちゼミ「家計の断捨離！女性のためのマネー
セミナー」（ファイナンシャルジャパン㈱）
日11月21日㈬午後１時～２時30分、11月24日

㈯・12月１日㈯午後１時～２時30分・午後６
時～７時30分

会ルーム３　定６名または３組　※要申込

お茶にしようじゃねぇ会『大人の自閉症スペク
トラム「様々な現場の課題」』（フォルトネット）
日12月１日㈯午後１時30分～３時30分
会ルーム１・２　￥300円

話し合いのスキル勉強会（NPOひとサポ）
日12月６日㈭午後７時～９時
会ルーム２　￥1,500円　※要申込

とおか市（NPOにぎわい）
日12月10日㈪午前９時～午後１時
会マーケット広場

問
高
山
地
区
振
興
会
事
務
局
（
☎

７
６
１

｜

７
４
７
１
）
※
㈪
・

㈬
・
㈮
の
み

ク
ロ
ス
テ
ン
食
堂

テ
ナ
ン
ト
募
集
説
明
会

　
食
堂
営
業
を
希
望
す
る
店
舗
を

募
集
し
ま
す
。

日
11
月
20
日
㈫
午
後
３
時
〜

会
・
問
ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７
５
７

｜

２
３
２
３
）

中
条
地
区
振
興
会
主
催
講
演
会

【
11
月
20
日
㈫
開
催
】

●
時
間
＝
午
後
6
時
30
分
〜

会
中
条
小
学
校

講
藤
森
照
信
さ
ん
（
建
築
家
・
江

戸
東
京
博
物
館
館
長
）

内
縄
文
が
創
る
未
来
、
縄
文
建
築

が
創
る
世
界

【
11
月
24
日
㈯
開
催
】

●
時
間
＝
午
後
３
時
30
分
〜

会
中
条
公
民
館

講
阿
部
治
さ
ん（
立
教
大
学
教
授
）

内
危
機
に
直
面
す
る
現
代
社
会
と

持
続
可
能
な
未
来
へ
の
道

〈
共
通
〉

問
笹
山
縄
文
館
（
☎
７
６
１

｜

７

３
３
２
）

ク
ロ
ス
テ
ン
着
付
け
教
室

日
中
・
上
級
者

：

毎
週
㈪
、
初
級

者

：

毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

￥
中
・
上
級
者

：

千
円
、初
級
者

：

５
０
０
円
※
１
回
あ
た
り

定
各
10
人

持
着
物
一
式
、
前
結
び
用
小
物

※
販
売
あ
り

会
・
問
ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７
５
７

｜

２
３
２
３
）

た
か
や
ま
寄
席

〜
笑
っ
て
、
健
康
に
！
〜

日
11
月
18
日
㈰
午
後
２
時
開
演

※
開
場
午
後
１
時
30
分

会
高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
出
演
者
＝
春
風
亭
昇
々
（
落

語
）、
瞳
ナ
ナ
（
マ
ジ
ッ
ク
）

大
人
の
た
め
の

韓
国
語
・
英
会
話
入
門
講
座

日
11
月
21
日
〜
平
成
31
年
１
月
30

日
ま
で
の
毎
週
㈬
午
後
６
時
15

分
〜
７
時
15
分
（
全
８
回
）

※
英
会
話
は
11
月
28
日
か
ら

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

￥
６
千
円
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

（
韓
国
語
２
千
円
、
英
会
話
千

円
）

定
先
着
各
15
人

内
韓
国
語

：

ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書

き
・
あ
い
さ
つ
・
自
己
紹
介
・

基
礎
会
話
、
英
会
話

：

中
学
校

１
年
生
レ
ベ
ル
の
文
法
を
中
心

に
基
礎
会
話
・
旅
行
会
話

申
・
問
国
際
文
化
交
流
協
会
・
前

田
（
☎
０
９
０

｜

６
４
８
９

｜

２
８
０
３
）
※
平
日
午
前
10
時

〜
午
後
６
時

第
38
回 
近
代
名
作
読
書
講
座

〜
今
読
み
た
い
、ま
た
読
み
た
い
日
本
の
名
作
〜

日
11
月
22
日
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

８
時
45
分

対
中
学
生
以
上

定
30
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

内
村
上
春
樹
の
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
」

講
庭
野
三
省
さ
ん

６
１

｜

７
７
３
７
）

第
3
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

【
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
成
講
座
】

日
11
月
28
日
㈬
、
12
月
１
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

対
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
り
、
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス

操
作
が
で
き
る
人

定
各
日
15
人
※
５
人
以
下
は
中
止

の
と
き
あ
り

内
は
が
き
の
デ
ザ
イ
ン
・
文
面
の

作
り
方
、
住
所
録
の
使
い
方

〆
11
月
25
日
㈰

【
高
校
生
向
け
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
講
座
】

日
12
月
11
日
㈫
〜
12
月
21
日
㈮
の

毎
週
㈫
・
㈮
午
後
５
時
30
分
〜

７
時
30
分
※
全
４
回

対
高
校
生

￥
２
千
円

定
15
人
※
5
人
以
下
は
中
止
の
と

き
あ
り

〆
12
月
８
日
㈯

【
小
学
生
必
見
！
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
学
習
講
座
】

日
12
月
25
日
㈫
〜
27
日
㈭
午
後
２

時
〜
４
時
※
全
３
回

対
小
学
４
年
生
以
上

￥
５
０
０
円

定
10
人
※
５
人
以
下
は
中
止
の
と

き
あ
り

〆
12
月
22
日
㈯

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希

望
の
講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
情
報
館
へ

☎
７
５
０

｜

５
１
０
０
、
Ｆ
７

５
０

｜

５
１
０
３
）

猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー

日
12
月
２
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
※
受
付
午
前
９
時
〜

会
ク
ロ
ス
テ
ン

定
１
０
０
人

内
県
内
の
犬
・
猫
の
保
護
、
譲
渡

に
関
す
る
取
組
み
、
猫
多
頭
飼

会
・
申
・
問
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情

報
館
へ
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０

０
、
Ｆ
７
５
０

｜

５
１
０
３
）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
研
修
会

　
来
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
が
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
理
解

を
深
め
、
必
要
な
準
備
を
進
め
る

た
め
の
研
修
会
で
す
。

日
11
月
27
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

会
ク
ロ
ス
テ
ン

定
90
人

申
・
問
公
益
社
団
法
人
十
日
町
法

人
会（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
・

☎
７
６
１

｜

７
８
１
１
、
Ｆ
７

●入館料＝500円、小・中・高生300円
　（市内小・中学生は無料）
●参加費＝500円、小・中・高生300円
●集合場所・問キョロロ☎595-8311

「森の学校」キョロロ
11月15日～12月14日の里山体験プログラム

日時／テーマ

11月17日㈯ 午後１時30分〜４時／花ごよみ
調査（無料）

11月18日㈰・23日㈷・25日㈰ 午後１時〜２
時30分／里山の生き物探検定20人

11月24日㈯ 午前６時30分〜９時30分／探鳥
会（無料）、午前10時〜正午／味噌玉づくり

12月２日㈰ 午前10時〜正午／あんぼづくり
（材料費300円）

12月８日㈯ 午後１時〜４時／草木染で里山
の色探し（無料）定15人※松之山公民館集合

12月９日㈰ 午前９時30分〜正午／正月飾り
づくり（材料費300円）

※小学３年生以下は保護者同伴

　かつて農村をまわり、人々を楽し

ませた盲目の三味線奏者「瞽
ご

女
ぜ

」。

その文化を学び、越後の瞽女唄を味

わってみませんか。

日12月２日㈰午後１時30分～３時

40分※開場午後１時

定先着90人※要申込

平成30年度文化庁文化遺産総合活用推進事業
三味線と語りを楽しむ

～にいがた文化遺産活用推進プロジェクト～

育
崩
壊
の
現
状
に
つ
い
て

問
十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

（
☎
７
５
７

｜

２
７
０
７
）

第
34
回 

民
謡
舞
踊
大
競
演
会

　

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典

日
12
月
2
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
30
分
（
予
定
）
※
開
場
午

前
9
時

【第１部】

内講演「瞽女文化を考える」

講鈴木昭英さん（瞽女唄ネットワー

ク会長）

【第２部】

内瞽女唄演目　門付け唄「鹿児島お

はら節」・祭文松坂「葛の葉子別

れ」・新保広大寺・瞽女万歳

●演奏＝横川恵子さん、金川真美子

さん（越後瞽女唄 葛の葉会）

会・申・問情報館（☎750-5100）

※ 県 立 歴 史 博 物 館（ ☎0258-47-

6130）でも申し込み可



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

広告掲載

20市報とおかまち　平成30年11月10日号
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

￥
当
日
券
１
２
０
０
円
（
前
売
り

会
場
整
理
券
は
千
円
）

問
林
（
☎
０
８
０

｜

１
０
９
３

｜

０
８
６
６
）

第
４
回 

十
日
町
市
移
住
者
の
会

（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
交
流
会
）

　
移
住
後
の
悩
み
や
十
日
町
市
の

魅
力
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
合
う

会
で
す
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
、「
移
住
者
が
観
た
大
地
の
芸

術
祭
」
で
す
。
今
年
の
夏
に
開
催

さ
れ
た
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後

妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２

０
１
８
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
楽
し
み
、
感
じ
た
か
を
話
し
合

い
、
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
２
日
㈰
午
後
３
時
〜
５
時

※
受
付
午
後
２
時
30
分
〜

会A

エ
ー
ル

L
E

 b

ビ
ア

e
e
r 

& ア
ン
ド p

ピ
ッ
ツ
ア

izza

（

宮

下
町
西
）

対
市
内
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
人

※
時
期
、
理
由
な
ど
は
不
問

￥
５
０
０
円
※
税
込
み
・
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
代

定
先
着
20
名

申
・
問
㈱Y

エ

ー

ル

E
L

L

（
☎
７
６
１

｜

７
４
０
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

：

to
k
am

ach
iy

ell@
g
m

ail.co
m

)

平
成
30
年
度

学
校
給
食
野
菜
生
産
者
研

修
会
（
雪
下
保
存
）

　
冬
期
間
も
野
菜
を
安
定
出
荷
す

る
た
め
の
研
修
で
す
。

日
12
月
４
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
30
分

会
松
代
支
所
、
上
越
市

対
学
校
給
食
に
野
菜
を
納
入
し
て

い
る（
今
後
納
入
を
希
望
す
る
）

生
産
者

定
先
着
20
人
※
定
員
に
な
り
次
第

締
切

内
座
学
、
現
地
視
察

申
・
問
一
般
社
団
法
人 

里
山
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
松
代
支
所
内
・

☎
５
９
５

｜

６
６
７
０
、
Ｆ
５

９
５

｜

６
６
７
１
）

子
ど
も
博
物
館

縄
文
土
器
片
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

　
土
器
片
の
形
を
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
消
し
ゴ
ム
作
り
と
、
土
器
の

接
合
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
12
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

対
小
学
４
〜
６
年
生
※
保
護
者
の

参
加
も
可

￥
５
０
０
円
※
材
料
費

定
先
着
10
人

他
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

〆
11
月
24
日
㈯

会
・
申
・
問
申
込
書
（
対
象
者
に

は
学
校
で
配
布
済
み
）
に
参
加

費
を
添
え
て
博
物
館
へ
（
☎
７

５
７

｜

５
５
３
１
）

中
央
公
民
館
短
期
講
座

コ
ー
ヒ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
選
び
方
や
相
性
の
良
い
食
べ
物

な
ど
、
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
た
め

の
講
座
で
す
。

日
／
内
12
月
８
日
㈯
／
お
い
し
い

い
れ
方
編
、
平
成
31
年
１
月
19

日
㈯
／
フ
ー
ド
ペ
ア
リ
ン
グ

編
、
２
月
９
日
㈯
／
ハ
ン
ド
ド

リ
ッ
プ
編
※
各
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

￥
各
回
３
２
４
０
円

定
各
回
先
着
16
人
※
８
人
以
下
は

中
止
・
１
回
の
み
の
参
加
可

〆
各
回
の
10
日
前
ま
で

会
・
申
・
問
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー

ル
「
段
十
ろ
う
」（
☎
７
５
７

｜

５
０
１
１
）

屋
根
雪
下
ろ
し
の
安
全
装

備
の
体
験
講
習
会

　
実
際
に
安
全
装
備
を
着
用
し
、

屋
根
に
上
が
る
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
12
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
市
役
所
本
庁
車
庫
棟
２
階
大
会

議
室

内
事
故
の
事
例
や
統
計
、
安
全
帯

講
習
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
室
外

で
の
実
技
指
導
（
講
師

：

雪
か

き
道
場
）

申
・
問
県
地
域
政
策
課
（
☎
０
２

５

｜

２
８
０

｜

５
０
９
６
）

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

第
44
回 

定
期
演
奏
会

日
12
月
９
日
㈰
午
後
２
時
〜
※
開

場
午
後
１
時
30
分

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

￥
５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）、

小
学
生
以
下
無
料
※
全
席
自
由

●
曲
目
＝
イ
ン
ヴ
ィ
ク
タ
序
曲
、

民
衆
を
導
く
自
由
の
女
神
、
Ａ

列
車
で
行
こ
う
、
は
と
ポ
ッ
ポ

の
世
界
旅
行
！ 

ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
＝
越
後
妻

有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」、

イ
ト
ー
楽
器
、
南
魚
沼
市
民
会

館
問
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
・
小
森

（
☎
０
９
０

｜

７
５
２
１

｜

１

１
３
９
）

　この映画からクロア

チア文化の一面を学ぶ

ことができます。

日12月８日㈯

　午前10時30分・午

後２時・午後５時

※上映時間は約１時間

30分

会情報館

定90人

問スポーツ振興課

　（☎756-5013）

クロアチア映画

『T
ザ

he M
ミステリー

ystery o
オブ

f G
グリーン

reen H
ヒル

ill
（緑の丘のミステリー）』上映会

笹
山
縄
文
カ
レ
ッ
ジ

縄
文
的
チ
ン
コ
ロ
作
り

　
古
く
か
ら
伝
わ
る
上
新
粉
の
細

工
物
を
土
偶
デ
ザ
イ
ン
で
作
り
ま

す
。

日
12
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

会
笹
山
縄
文
館

￥
４
０
０
円

定
10
人

講
滝
澤
青
葉
さ
ん（
伊い

乎お

乃の

の
里
・

縄
文
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員
）

〆
12
月
９
日
㈰

申
・
問
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
博
物
館
へ
（
☎
７

５
７

｜

５
５
３
１
）

音
楽
と
樽
２
０
１
８

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
ナ
イ
ト

　
50
年
代
〜
70
年
代
の
懐
か
し
い

曲
、
デ
ィ
ス
コ
サ
ウ
ン
ド
を
中
心

に
プ
ロ
の
バ
ン
ド
が
生
演
奏
し
ま

す
。
一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
16
日
㈰
午
後
５
時
30
分
〜

８
時
30
分

〈共通〉

定各700人

他車いす席希望者はチケット購入時に申し出て

ください。前売りで完売したときは当日券の

販売はしません

会・問越後妻有文化ホール「段十ろう」

　（☎757-5011）

段十ろうイベント公演

日平成31年３月10日㈰

【第１部：親子で楽しめる「０歳

からのおでかけコンサート」】

●時間＝午前11時15分（60分

プログラム・途中入退場可）

※開場午前10時45分

￥中 学 生 以 上1,500円（ 当 日

2,000円）、小学生500円※全

席自由、大人１人に対し未就学児１人まで膝

上鑑賞可。未就学児で１席希望のときは500

円で購入

【第２部：ちょっとリッチな日曜日「昼下がりのコンサート」】

　懐かしの

名曲を吹奏

楽でお届け

します。

●時間＝

　午後２時

※開場午後

１時30分

対小学生以上※未就学児入場不可

￥2,000円（当日2,500円）

●チケット販売＝11月24日㈯午前９時から越後

妻有文化ホール「段十ろう」、千手中央コミ

東京佼成ウインドオーケストラ in 十日町

日平成31年３月23日㈯午後２時30分

　※開場午後２時

対小学生以上

　※未就学児入　 

　場不可

￥4,500円

　（当日5,000円）

※全席指定

●チケット販売＝12月１日㈯午前９時から越

後妻有文化ホール「段十ろう」、南魚沼市民

会館、魚沼市小出郷文化会館、湯沢カルチャ

ーセンター、コミュニティホールさわらび、

セブンチケットで販売開始

 結成30周年記念公演

ザ・ニュースペーパー 2019 in 十日町

鈴木織衛さん
（指揮）

アベ総理とらんぷ

東京佼成ウインドオーケストラ ⒸAtsushi Yokota

ュニティセンター、中里公民館、松代・松之山

温泉観光案内所、南魚沼市民会館、魚沼市小

出郷文化会館、e
イープラス

+（PC＆携帯）にて販売開始

米屋五郎兵衛は五種類のラインアップ。
お好みを一品食べてもよし、五種類全部食べてもよし、
どれをとっても、きっとご満足いただける美味しさです。

信濃川の名水が育んだお

お問合せ先 TEL 025-768-3155米屋五郎兵衛　十日町市上野甲195

お好みを一品食べてもよし、五種類全部食べてもよし、お好みを一品食べてもよし、五種類全部食べてもよし、

十日町産魚沼コシヒカリ
魚　沼

内祝・お中元お歳暮等贈答用としてもご利用いただけます。十日町農業協同組合

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで
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会
ユ
ー
モ
ー
ル

￥
前
売
券
５
千
円
（
当
日
券
６
千

円
）
※
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
フ
ー

ド
付
き
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
別

途
問
合
せ

問
音
楽
と
樽
実
行
委
員
会
・
藤
ノ

木
（
☎
０
５
０

｜

６
８
７
４

｜

４
４
２
８
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

12
月
の
番
組
情
報
で
す
。

日
毎
週
㈰
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

※
12
月
30
日
㈰
は
お
休
み
で
す

内
今
夜
の
星
空
・
一
番
星
の
女
神

〜
金
星
の
謎
に
迫
る
〜

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

｜

２

４
９
３
）

せ
ん
だ
元
気
ハ
ウ
ス

　
　
　

入
居
者
再
募
集

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
冬
期
間

に
住
宅
で
生
活
す
る
こ
と
に
不

安
が
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど

●
住
所
＝
中
仙
田
甲
８
２
６
―
３

●
募
集
戸
数
＝
１
人
部
屋
６
帖
Ｄ

Ｋ

：

５
室

￥
９
千
円
※
光
熱
水
費
別

他
随
時
受
付

申
・
問
川
西
支
所
地
域
振
興
課（
☎

７
６
８

｜

４
９
５
１
）

施設外観

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

入
校
生
・
受
講
生
募
集

【
31
年
度
施
設
内
訓
練
科
４
月
入

校
生
募
集
（
一
般
選
考
②
）】

●
募
集
科
／
定
電
気
施
設
科
／
10

人
、
木
造
建
築
科
／
15
人
、
エ

ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
／
10
人

●
出
願
期
間
＝
11
月
14
日
㈬
〜
28

日
㈬

●
選
考
日
時
＝
12
月
３
日
㈪
受
付

午
前
８
時
30
分
〜

●
合
格
発
表
＝
12
月
７
日
㈮

他
定
員
に
達
し
し
だ
い
募
集
を
終

了
し
ま
す
。
選
考
方
法
な
ど
の

詳
細
は
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い

会
・
申
問
合
せ
先

【
事
務
基
本
科
２
期 

平
成
31
年
１

月
入
校
生
】

日
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
〜
４
月

５
日
㈮
午
前
９
時
10
分
〜
午
後

３
時
50
分

会
小
千
谷
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

対
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
術
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
15
人

￥
無
料
※
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
・

受
講
料
な
ど
自
己
負
担
あ
り

〆
12
月
10
日
㈪

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

〈
共
通
〉

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
魚
沼
市
・
☎
０
２
５
―
７
９

４
―
２
４
１
０
）

ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ

立
体
駐
車
場
定
期
利
用
者

●
申
請
者
の
要
件
＝
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
で
定
め
る
区

域
に
住
所
の
あ
る
市
民
、
ま
た

は
事
業
者

￥
月
額
１
万
３
千
円

●
募
集
台
数
＝
数
台
（
10
月
末
時

点
で
の
空
き
区
画
数
）

※
応
募
多
数
の
と
き
抽
選

●
利
用
期
間
＝
12
月
１
日
㈯
〜
平

成
31
年
３
月
31
日
㈰

※
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要

〆
11
月
21
日
㈬
必
着

申
・
問
定
期
利
用
仮
申
請
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
を
産
業
政
策
課
へ

　（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

第
40
回
十
日
町
新
雪
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

日
平
成
31
年
１
月
２
日
㈬
午
前
８

時
〜
午
後
２
時

会
十
日
町
中
学
校
お
よ
び
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
周
辺

対
18
歳
以
上

定
10
人
程
度

内
参
加
者
受
付
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
回

収
、
豚
汁
作
り
な
ど

他
昼
食
は
事
務
局
で
用
意

申
・
問
大
会
会
長
・
保
坂
（
☎
７

５
７
―
１
３
２
２
、
Ｆ
７
５
７

―
８
５
５
２
）

12
月
の
全
血
献
血

　
12
月
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

第１６回 こども里山学会

応
急
手
当
講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

日
11
月
26
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

定
先
着
20
人
※
定
員
に
な
り
次
第

締
切

内
心
肺
蘇
生
法
、
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
ぼ
う
さ
い
・
桾
沢
（
☎
０
９

０
―
３
７
５
７
―
３
８
２
７
）

応
急
手
当
上
級
救
命
講
習

日
12
月
１
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

定
20
人

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
異
物
除
去
、
止
血
法
、

傷
病
者
管
理
、
外
傷
の
応
急
手

当
、
搬
送
方
法

会
・
申
・
問
消
防
本
部
警
防
課
（
☎

７
５
７
―
１
５
５
８
）

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

　
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、

育
て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。

パ
パ
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
12
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

からだの健康はお口から「めざそう8
はち

0
まる

2
にい

0
まる

！」

問健康づくり推進課母子保健係（☎757-9759）

　市では、生涯を通じて自分の歯でおいしく食べ、楽しく生き生き過ごせることを目指して、歯や

口の健康づくりを推進しています。今年も「新潟県よい歯のコンクール」で、高齢者４人・親子１

組が表彰されました。日ごろから家族でお口の健康づくりに取り組みましょう。

【新潟県いきいき人生よい歯のコンクール】

　80歳以上で20本以上自分の歯がある人です。

歯肉の状態も健康で、堅いものも食べられ、生

き生きと過ごしています。

●奨励賞・8020推進財団理事長賞＝

　小川ハルイさん（上原新町）

　仲澤文代さん（本町６の１）

●奨励賞＝

　生越誠さん（下条栄町）

　霜垣ミツコさん（川治下町２）

【新潟県親と子のよい歯のコンクール】

　親子でむし歯が１本もなく、噛み合わせや

口腔環境など優良です。家族で歯みがきを頑

張っています。

●優秀賞＝

　母：山本真里子さん

　子：陽菜子さん

　　　（城之古東町）

80歳になっても
20本以上自分の歯を保つ11

時
45
分

会
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁

隣
）

対
市
内
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
と
そ

の
家
族

内
人
形
を
使
っ
た
沐も
く

浴
、
お
む
つ

交
換
、
妊
婦
体
験

〆
11
月
30
日
㈮

申
・
問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子

保
健
係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５

９
）

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
体
力
測
定
会
】

日
11
月
11
日
〜
25
日
の
毎
週
㈰
・

23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

対
小
学
生
以
上

￥
３
０
０
円

持
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
、
飲

み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

【
冬
休
み
短
期
集
中
講
習
会
】

日
12
月
４
日
㈫
〜
28
日
㈮

①
水
泳
コ
ー
ス

対
４
歳
〜
小
学
６
年
生

内
泳
力
と
目
的
別
に
初
心
者
・
基

本
泳
法
習
得
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
３
コ
ー
ス
か
ら
教
室
を
選
択

で
き
ま
す

②
た
い
そ
う
コ
ー
ス

対
４
歳
〜
小
学
２
年
生

内
鉄
棒
の
逆
上
が
り
を
中
心
に
、

マ
ッ
ト
の
前
転
・
後
転
、
跳
び

箱
の
開
脚
と
び
を
学
び
ま
す

〈
共
通
〉

申
・
問
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３

４
３
）

吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
オ
ー
プ
ン

日
12
月
１
日
㈯
〜
平
成
31
年
４
月

30
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

（
㈯
は
午
後
８
時
、
㈰
は
午
後

５
時
ま
で
）
※
積
雪
状
況
で
変

更
あ
り

休
毎
週
㈫
・
第
３
㈮
※
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
変
更
あ
り

￥
50
球
５
０
０
円

問
吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
☎
７
５
２
―
０
６
７
０
）

市
内
共
通
ス
キ
ー
リ
フ
ト

券
を
発
行
し
ま
す

　
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
力
向
上

と
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
発
掘
・
育
成
の

た
め
、
市
内
共
通
リ
フ
ト
券
を
発

行
し
ま
す
。

　市の自然

や文化・く

らしについ

て、市内小

中学校の児

童・生徒が

授業で学ん

だことや調査から分かったことを発表し、

交流する“こども”が主役の学会です。

日11月29日㈭午後１時30分～３時

会松之山自然休養村センター

●参加校＝吉田小学校４年生（６人）、松

代小学校４年生（25人）、まつのやま学

園４年生（14人）

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

第15回こども里山学会の様子
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対
高
校
生
以
下
で
市
内
に
住
所
が

あ
る
ま
た
は
市
内
の
学
校
に
通

っ
て
い
る
人
、
市
ス
キ
ー
連
合

会
加
盟
団
体
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
指
導
者
、
Ｓ
Ａ
Ｊ
ま
た
は
Ｓ

Ｉ
Ａ
登
録
者
で
市
内
で
小
・
中
・

高
校
生
の
指
導
者

￥
１
万
５
千
円

〆
平
成
31
年
３
月
14
日
㈭

申
申
込
用
紙
（
各
申
込
み
先
に
配

置
）
に
料
金
を
添
え
て
、
市
総

合
体
育
館
・
松
代
公
民
館
・
松

之
山
公
民
館
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

11
月
の
納
税
・
納
付

　
11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護

保
険
料
第
８
期
の
納
付
月
で
す
。

期
限
（
11
月
30
日
㈮
）
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
２

８
・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７

―
３
７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎

７
５
７
―
３
７
５
７
）

12
月
の
休
館
日

●
段
十
ろ
う
＝
10
日
㈪
・
24
日
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫
・
23
日
㈷
・
29

日
㈯
〜
31
日
㈪

●
情
報
館
＝
24
日
㈪
・
29
日
㈯
〜

31
日
㈪

●
博
物
館
＝
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
・
25
日
㈫
・
27
日
㈭
〜

31
日
㈪

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
休
館

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
・
ま
つ

だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ

ー
（
ま
つ
だ
い
農
舞
台
）
＝
毎

週
㈬
・
29
日
㈯
〜
31
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
18
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
12
日
㈬
・

26
日
㈬
・
29
日
㈯
〜
31
日
㈪

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体

育
館
）
＝
11
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫
・

25
日
㈫
〜
31
日
㈪

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

●
十
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

千
年
の
湯
臨
時
休
館

日
11
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

内
機
械
設
備
点
検
の
た
め

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯(

☎
７
６

８
―
２
９
８
８)

節
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限

　
７
〜
９
月
ま
で
「
節
電
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
に
取
り
組
み
、
前

年
同
月
比
で
10
％
削
減
を
達
成
し

た
人
は
「
電
気
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」
の
原
本
を
持
っ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
ま
す
。

〆
11
月
30
日
㈮
午
後
５
時
15
分

申
環
境
衛
生
課
、
各
支
所
地
域
振

興
課
、
中
央
・
中
条
・
川
治
・

吉
田
・
下
条
・
水
沢
公
民
館

【
緑
色
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
】

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
有
効

で
す
が
、
満
点
に
な
っ
て
い
る
も

の
は
、
早
め
に
商
品
と
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５
２
―
３

９
２
４
）

11
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や

役
割
、
税
務
行
政
の
現
状
に
つ
い

て
、
知
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
く

ら
し
を
支
え
る
税
」
で
す
。
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.n
ta

.

g
o
.jp

）
で
も
動
画
配
信
し
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
十
日
町
税
務
署
（
☎
７
５
２
―

３
１
８
１
）

コ
ン
ビ
ニ
証
明
発
行
の
停
止

日
11
月
18
日
㈰
終
日

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
６
）

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
が
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
11
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時
、17
日
㈯
・

18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

内
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫

婦
間
の
問
題
な
ど

●
電
話
（
全
国
共
通
）
＝
☎
０
５

７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
６
）

障
害
年
金
無
料
相
談
会

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
て
就
労
に

申・問都市計画課建築住宅係（☎757-9935）公営住宅入居者募集

※条件付きで単身可：60歳以上・障がい者など

　入居条件などの詳細は問い合わせてください（市報８月10日号17ページにも記載してあります）。

●募集期間＝11月12日㈪～ 26日㈪　●募集する住宅＝下表のとおり

区分 地域 物件 間取り 家賃（月） 戸数

県営
住宅

十日町 大黒沢住宅
（※条件付きで単身可）

昭和47年度築
コンクリートパネル造２階建

２DK
６帖１室、３帖１室、

DK
9,500～
9,900円

1戸

市
営
住
宅

十日町

八幡田住宅
（単身不可）

昭和55年度築
鉄筋コンクリート造３階建

３DK
６帖2室、4.5帖１室、

DK
15,200～
22,700円

1戸

四日町住宅
（単身可）

平成19年度築
鉄筋コンクリート造５階建

２DK
６帖１室、７帖１室、

DK
18,700～
27,900円

1戸

四日町住宅
（単身不可）

平成19年度築
鉄筋コンクリート造５階建

３DK
６帖２室、5.5帖１室、

DK
22,000～
32,700円

1戸

谷内丑住宅
（単身不可）

昭和59年度築
鉄筋コンクリート造３階建

３DK
６帖２室、4.5帖１室、

DK
16,800～
25,000円

2戸

谷内丑住宅
（単身不可）

平成１年度築
鉄筋コンクリート造３階建

３DK
６帖２室、4.5帖１室、

DK
18,000～
26,800円

1戸

谷内丑住宅
（単身不可）

平成11年度築
鉄筋コンクリート造３階建

３DK ６帖３室、DK
26,600～
39,600円

1戸

黒沢住宅
（単身可）

昭和46年度築
コンクリートパネル造２階建

２DK
５帖１室、３帖１室、

DK
8,600～ 
10,100円

1戸

松　代

善宗塚住宅
（単身可）

昭和52年度築
コンクリートパネル造高床３階建

３DK
６帖１室、4.5帖２室、

DK
12,600～
18,800円

1戸

中通住宅
（単身可）

平成６年度築
木造高床３階建

２LDK
10帖１室、６帖１室、

LDK
19,300～
28,700円

1戸

松之山 松之山第一住宅
（単身可）

昭和56年度築
コンクリートパネル造高床３階建

３K ６帖３室、K
15,700～
23,300円

1戸

特
公
賃
住
宅

川　西 みのり団地
（単身不可）

平成10年度築
木造高床３階建

３LDK ６帖３室、LDK 45,000円 1戸

松　代 下町第２住宅
（単身可）

平成８年度築
木造高床３階建

２LDK
11帖１室、６帖１室、

LDK
42,000円 1戸

松之山 松之山第二住宅
（単身可）

平成８年度築
木造高床３階建

３LDK
６帖２室、4.5帖１室、

LDK
38,000円 1戸

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじ

の社会貢献広報事業として、地域コミュニティ

活動の充実・強化を図るため、宝くじの受託事

業収入を財源とした「コミュニティ助成事業」

を実施してい

ます。今年度

の当該助成金

で実施した、

市内の事業を

紹介します。

問観光交流課芸術祭企画係（☎757-2637） 問消防本部（代表☎757-0119）

北越保育園幼年消防クラブに贈呈し、消防本

部主催の消防ひろばや保育園の行事などで防火

防災の啓発活動に活用します。

消防団員が行う応急手

当講習や救命講習に使用

し、地域の救命活動の普

及に活用していきます。

コミュニティ助成事業報告

清津倉庫美術館企画展

幼年消防用活動資器材（鼓笛隊セット）、

幼年消防用法
はっぴ

被の購入

消防団育成資器材（心肺蘇生訓練人形、
AEDトレーナー）の購入



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成30年11月10日号27

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

緑のカーテンコンテスト結果発表

問環境衛生課（☎752-3924）

　個人の部７点・団体の部14点の応募があり、下記の皆さ

んが入賞しました。入賞作品は市ホームページでも紹介して

います（右写真は各部門の最優秀作品）。

【個人の部】

●最優秀賞＝宮腰ミツ子さん（旭ヶ丘）

●優秀賞＝福嶋林造さん（新座１）、樋口弘之さん（美咲町）

●優良賞＝山賀としさん（池之畑）、池田岩夫さん（田野倉）

【団体の部】

●最優秀賞＝せき整形外科（四日町2）

●優秀賞＝㈱丸山工務所（稲葉）、㈱村山土建（山本町1）

●優良賞＝市老人福祉センター羽根川荘（田麦）、特別養護

老人ホームまほろばの里川治（川治上町2）
団体の部：せき整形外科作品

個人の部：宮腰ミツ子さん作品

相談内容 相談窓口 電話番号 開設期日／時間

配偶者やパート
ナーからの暴力

県女性福祉相談所 ☎025-381-1111 ㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分

ＤＶ・児童虐待相
談フリーダイヤル

☎0120-26-2928 毎日／午前９時～午後10時

子育て支援課 ☎757-3719 ㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分

配偶者やパート
ナ ー か ら の 暴
力・ストーカー・
性的嫌がらせ

性犯罪被害
相談電話（県警）

☎025-281-7890
24時間（夜間・休日などは当直の警察
官が対応）

十日町警察署
生活安全課

☎752-0110
24時間（夜間・休日などは当直の警察
官が対応）

性暴力被害者支援
センターにいがた

☎025-281-1020
㈪～㈮／午前10時～午後４時

（上記以外で延長対応あり）

女性の人権問題

女性の人権ホット
ライン

☎0570-070-810
（全国共通）
☎025-229-0211

（PHS・IP電話用)

㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分

新潟地方法務局
十日町支局 

☎752-2575 ㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分

職場での性的嫌
がらせ、性別に
よる差別

新潟労働局
雇用均等室

☎025-288-3511 ㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分

女性の総合相談
県男女平等推進相
談室

☎025-285-6605
㈪～㈮午前11時～午後６時（受付は午
後５時30分まで）、㈯／午前10時～午後
５時（受付は午後４時30分まで）

市女性相談専用電話 ☎757-3701 ㈪～㈮／午前８時30分～午後５時15分

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
一人で悩まず相談してください

　セクシュアルハラスメント（性的嫌がらせ）・ストーカー行為・性犯罪などは、人権を著しく侵

害するものであり、決して許される行為ではありません。このような問題で悩んでいるときは、ぜ

ひ相談してください。

11月12日㈪～25日㈰
問企画政策課協働推進係（☎757-3693）

支
障
が
あ
る
人
や
、
障
害
年
金
が

更
新
で
停
止
さ
れ
た
人
な
ど
の
、

受
給
資
格
や
申
請
方
法
の
相
談
に

応
じ
ま
す
（
要
事
前
予
約
）。

日
11
月
27
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

申
・
問
県
社
会
保
険
労
務
士
会
　

長
岡
支
部
障
害
年
金
グ
ル
ー

プ
・
平
澤
（
☎
０
２
５
８
―
82

―
６
４
５
３
）

住
生
活
総
合
調
査

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法

に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
う
え
で
、
必
要
と
な
る
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ

れ
た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
回

答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
、

抽
出
し
て
行
い
ま
す
。
11
月
下
旬

か
ら
調
査
票
を
配
布
し
、
郵
送
や

ウ
ェ
ブ
上
な
ど
で
回
答
で
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
平
成
30
年
住
生
活
総
合
調
査
事

務
局
（
国
土
交
通
省
内
・
☎
０

１
２
０
―
４
６
７
―
０
６
０
）

建
物
の
取
り
壊
し
・
相
続
・

売
買
な
ど
を
行
っ
た
と
き

は
手
続
き
を

　
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
人
、
相
続
・
売
買
・
贈

与
な
ど
で
所
有
者
が
変
更
に
な
っ

た
未
登
記
の
建
物
（
法
務
局
に
登

記
を
し
て
い
な
い
建
物
）
が
あ
る

人
は
、忘
れ
ず
に
「
家
屋
除
却
届
」

や「
未
登
記
家
屋
の
異
動
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７

５
５
―
５
１
３
１
）

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
を

　
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）
を
１
人
で
も
雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、

管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

問
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５

０
２
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

十
日
町
（
☎
７
５
７
―
２
４
０

７
）

青
色
申
告
決
算
の
説
明
会

【
営
業
所
得
関
係
】

日
／
会
12
月
３
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
／
松
代
総
合
セ
ン
タ

ー
、
12
月
４
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
・
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
／
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル

「
段
十
ろ
う
」

【
農
業
所
得
関
係
】

日
12
月
７
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

会
十
日
町
農
業
協
同
組
合
本
店

〈
共
通
〉

問
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
７
５
６
―
６
０
０
１
）

要
援
護
世
帯
の
除
雪
に
対
す
る
援
助

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
玄
関
先

（
避
難
路
）
の
除
雪
費
、
融
雪
屋

根
の
燃
料
費
を
援
助
し
ま
す
。

対
要
援
護
世
帯
（
次
の
と
お
り
）

・
65
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

・
世
帯
主
が
身
体
障
が
い
１
〜
４

級
の
身
体
障
が
い
者
世
帯

・
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
と
義
務

教
育
修
了
前
の
児
童
で
構
成
さ

れ
て
い
る
母
子
世
帯

・
そ
の
ほ
か
要
援
護
に
準
ず
る
世

帯

【
か
つ
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す

る
こ
と
】

①
自
力
で
雪
処
理
で
き
な
い

②
除
排
雪
を
援
助
で
き
る
親
族
な

ど
が
い
な
い

③
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割
の

み
で
あ
る

④
世
帯
員
の
い
ず
れ
も
が
他
世
帯

の
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い

な
い

⑤
民
生
委
員
の
報
告
に
よ
り
市
長

が
認
め
た
世
帯
で
あ
る

●
援
助
額
＝
上
限
３
万
５
千
円
分

の
雪
処
理
券
ま
た
は
積
雪
量
の

基
準
に
応
じ
た
燃
料
費

※
民
生
委
員
が
調
査
を
行
い
、
申

請
書
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
に

な
る
と
思
う
人
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
福
祉
支
援
係
（
☎
７
５

７
―
９
７
３
９
）
ま
た
は
各
支

所
市
民
課

小
学
生
防
火
標
語

　
市
内
小
学
4
年
生
か
ら
３
３
９

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
家

庭
や
職
場
な
ど
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
標
語
を
活
用
し
て
火
の
用

心
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
最
優
秀
賞
＝

・
指
差
し
で
　
確
認
ス
ト
ー
ブ
　

台
所

　（
千
手
小
・
星
名
里り

音の
ん

さ
ん
）

●
優
秀
賞
（
2
作
品
）
＝

・
消
し
た
か
な
　
心
配
す
る
よ
り

　
ま
ず
確
認

　（
西
小
・
庭
野
航こ
う

大だ
い

さ
ん
）

・
か
な
し
い
な
　
思
い
で
の
み
こ

む
　
火
の
悪
魔

　（
西
小
・
保
坂
七な

奈な

美み

さ
ん
）

問
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
７
５
７

―
１
５
５
７
）

日11月19日㈪午前９時～

内八箇インターチェンジか

ら南魚沼市ムイカスノー

リゾート入口交差点の間

問十日町地域振興局地域整

備部維持管理課

　（☎757-5203）

旧国道253号
冬期通行止めの
お知らせ

八箇インターチェンジ
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R403

R253

R353
消防署しぶみ分署 ●

　　　●

まつだい農舞台

● 松代高等学校
●

松代総合体育館

まつだい保育園
　●

● JA十日町松代支店

● 松代支所

第四銀行松代支店

松代中学校
　　　　●

　　●

松代郵便局

● 上越信金

まつだい駅

北
越
急
行
ほ
く
ほ
く
線

GS ●

←
上
越
市
方
面

　　　　●

松代ファミリースキー場

青葉住宅団地

● 松代交番

● 松代小学校●

十日町市街方面→

 

■

 

34

40

3

分譲区画

公園

R253

36

38

35

37

39

● 県立松代病院

GS ●

28市報とおかまち　平成30年11月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成30年11月10日号29

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

 支出
2億7,369万円

収入
３億3,653万円

給水収益
3億1,234万円
92.8％

減価償却費
1億1,082万円
40.5％

支払利息 1,536万円 5.6％

人件費 2,031万円 7.4%

委託料 3,778万円 13.8％

修繕費 3,246万円 11.9％

手数料 638万円 2.3％

そのほか 1,388万円 5.1％

動力費
3,670万円 13.4％

そのほか 82万円 0.3％

長期前受金戻入 2,337万円 6.9％

■給水業務量の状況
※消費税相当分を除いて表示
※減価償却費は見込み額を計上■損益計算書

区　　分
30年度
上半期

29年度
上半期

前年度比

増　減
比率

（％）

給水戸数（栓） 12,223 12,248 △25 △0.2

給
水
量

総　　数（㎥）1,686,332 1,669,957 16,375 1.0

一日平均（㎥） 9,214 9,125 89 1.0

※給水戸数（栓）は調定件数（平均）
※給水量は調定水量

水道事業の状況をお知らせします
30年度上半期（平成30年４月１日～９月30日）の業務状況

問上下水道局事務係（☎757-6531）
　地震や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練

を行います。これはＪアラート（全国瞬時警報システム）を用い

た全国一斉の訓練で、十日町市以外でもさまざまな手段を用いて

行われます。

日11月21日㈬午前11時ころ

内市内全戸に設置してある緊急告知エフエムラジオ（防災ラジオ）

から、一斉に次のように放送されます

【放送内容】

上りチャイム音

「これは、Ｊアラートのテストです。」
※３回繰り返し

「こちらは、十日町市です」

下りチャイム音

情報伝達訓練を実施します

松代地域「青葉住宅団地」の宅地分譲を行います

他平成31年２月20日㈬も同様の訓練を予定しています

Ｊアラートとは
　緊急地震速報や武力攻撃
などの緊急情報を、国から
人工衛星などを通じて瞬時
にお伝えするシステムです。

防災ラジオから一時的な

雑音が出るときは、電池切

れのサインです。コンセン

トと接続されていても、停

電時に使用できるよう電池

切れを知らせるようになっ

ています。定期的に電池の

交換をお願いします

問松代支所地域振興課（☎597-2220）

　購入条件などの詳細は問い合わせてください。市ホームページでも確認できます。

整理
番号

地　積 坪 価　格

３ 400.00㎡ 約121坪 2,660,000円

34 398.16㎡ 約120坪 2,688,960円

35 397.34㎡ 約120坪 2,684,040円

36 398.36㎡ 約121坪 2,690,160円

37 397.37㎡ 約120坪 2,684,220円

38 397.72㎡ 約120坪 2,686,320円

39 397.59㎡ 約120坪 2,685,540円

40 397.67㎡ 約120坪 2,686,020円

問防災安全課防災安全係（☎757-3197）

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
い
が
た

県
か
ら
性
暴
力
被
害
者
の
相

談
・
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
事
業
運
営
委
託
を
受
け
、
平
成

28
年
12
月
１
日
か
ら
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間
＝
㈪
〜
㈭
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
、
㈮
〜
㈰
・
㈷
午

前
10
時
〜
翌
日
午
前
10
時
（
年

末
年
始
除
く
）

●
相
談
・
問
＝
性
暴
力
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
に
い
が
た
（
☎
０

２
５
―
２
８
１
―
１
０
２
０
）

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
で

は
、
国
民
の
間
に
広
く
過
労
死
な

ど
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
自

覚
を
促
し
、
こ
れ
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
11

月
を「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。合
わ
せ
て「
過

重
労
働
解
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
自
身
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、

過
労
死
と
そ
の
防
止
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
過
労
死
ゼ
ロ
の
社
会

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
新
潟
労
働
局
労
働
部
基
準
監
督

課
（
☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３

５
０
３
）

平
成
31
年
度
放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
・

教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
希
望
す

る
人
に
は
、
資
料
を
無
料
で
送
付

し
ま
す
。

●
出
願
期
間
＝
平
成
31
年
２
月
28

日
㈭
ま
で
（
そ
の
後
第
２
回
募

集
も
あ
り
）

他
12
月
16
日
㈰
に
新
潟
学
習
セ
ン

タ
ー
で
大
学
説
明
会
を
実
施
し

ま
す
（
１
・
２
月
に
も
実
施
）。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

問
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
・
☎
０
２
５

―
２
２
８
―
２
６
５
１
）

・ほくほく線まつだい駅から約1.8㎞

・県立松代病院から約2.0㎞

・松代小・中学校から約1.4㎞

・松代支所から約1.3㎞

12月１日㈯～  ほくほく線の運賃が改定されます

　中学生用の通学定期券・１日フリーパス・精神障がい者

割引制度など新たなサービスも導入されます。詳細は、北

越急行㈱のホームページ（http://www.hokuhoku.co.jp）

をご覧ください。

●改定率＝普通旅客運賃・定期旅客運賃（通勤定期）10％増

　※通学定期（大学生・高校生）は現行のまま

問北越急行㈱営業企画課（☎025-750-1251）

●主な乗車区間における運賃比較表

乗車区間 現行の運賃 改定後の運賃

十日町駅～越後湯沢駅 620円 650円（30円増）

十日町駅～六日町駅 300円 330円（30円増）

十日町駅～直江津駅 1,000円 1,080円（80円増）

十日町駅～まつだい駅 260円 280円（20円増）

まつだい駅～直江津駅 800円 860円（60円増）

まつだい駅～六日町駅 540円 590円（50円増）
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30市報とおかまち　平成30年11月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成30年11月10日号31

〔情報館〕12月のテーマ図書 ※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります
問情報館（☎750-5100）

●とおかまち応援寄附金＝福原サダ（津南町）、

山内秀夫（東京都練馬区）、新造ミチ子（静岡

県伊東市）、杉本セツ（さいたま市）、山岸孝二（埼

玉県坂戸市）、山岸康三郎（名古屋市）、髙橋伊

勢松（横浜市）、竹内一市（埼玉県鴻巣市）、若

月正吉（埼玉県入間市）、小野塚いい子（東京

都練馬区）、廣田京二（東京都台東区）、梅田隆

行（広島市）、藤巻嘉須美（東京都新宿区）、小

室正則（さいたま市）、東ひろみ（大阪府和泉

市）、久保田浩（さいたま市）、小泉裕（茨城県

水戸市）、赤津美里（さいたま市）、佐藤克哉（新

潟市）、岩田洋一（名古屋市）、鈴木正昭（東京

都西東京市）、髙橋秀夫（神奈川県座間市）、惠

谷龍二（岡山県浅口市）、久保田光昭（東京都

新宿区）、原田望（東京都千代田区）、榎本武久

（神奈川県横須賀市）、小林二郎（東京都港区）、

下大迫直（京都市）、田中創太（青森県八戸市）

●情報館分＝福原典男（新座３）、西方幸男（川

原町）、ホープ歯科クリニック（寿町２）、古田

島由子（千代田町）、関口郁民（川原町）、金山

有紘（霜条）、樋口則雄（寿町４）、保坂芹花（田

中町）、五十嵐鉄司（会沢）、渡辺和幸（住吉町）、

保坂希（田中町）、池田敬子（川治）

●キョロロへ＝中島孝一（南魚沼市・白ヘビ（ア

オダイショウ））

※敬称略寄付ありがとう

※閲覧中に表示される広告について、市
　はその内容に一切の責任を負いません

QRコードからダウ
ンロードしてご利用
ください（無料）

アプリ で

を配信中市報とおかまち電子版

※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります

※閲覧中に表示される広告について、市
　はその内容に一切の責任を負いません

QRコードからダウ
ンロードしてご利用
ください（無料）

アプリ

市報とおかまち電子版市報とおかまち電子版市報とおかまち電子版市報とおかまち電子版

　
市
は
十
日
町
音
声
訳
サ
ー
ク
ル
に

市
報
と
お
か
ま
ち
の
音
声
訳
化
を
委

託
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
政
策
課

広
報
広
聴
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
１

２
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
向
け

プレイバック2018「昭和の怪物七つの謎」

「大家さんと僕」など、2018年に話題にな

った本や出版された本を紹介します。

暮らしのヒント「ムダ家事がごっそり消え

る生活」「みんなの丁寧な暮らし日記」など、

生活に役立つ知恵が満載の本を紹介します。

プレイバック2018（児童書）「おしりたんてい」

「サメだいすきすいぞくかん」など、2018年に

話題になった本や出版された本を紹介します。

すてきなプレゼント「とのさまサンタ」「モ

ンスター・ホテルでプレゼント」など、す

てきな贈り物が出てくる本を紹介します。

児
童
向
け

県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
施
設
・
自
宅
な
ど
で
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
事
業

所
な
ど
に
直
接
話
し
に
く
い
と

き
、
ま
た
話
し
合
っ
て
も
解
決
し

な
い
と
き
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

問
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
内
・
☎
０
２
５
―
２
８
１
―

５
６
０
９
）

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

　

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
働
く
こ
と

に
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
12
月
11
日
㈫
、
25
日
㈫
午
前
10

時
〜
正
午

会
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁

舎
隣
）

申
・
問
福
祉
課
福
祉
支
援
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
３
９
）

教
育
相
談

日
㈪
〜
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
年
末
年
始
を
除
く
）

会
・
問
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
・
☎
７
５
６
―
５
０
１
０
）

女
性
相
談
専
用
電
話

日
㈪
〜
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
・
年

末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

　（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）

すこやかランド

「クリスマスお楽しみ会」

日12日㈬午前10時～11時
対生後４か月～１歳程度の乳

児とその親
会サンクロス十日町
￥親子１組500円
問段十ろう（☎757-5011）

なかよしランド

　４日は「お誕生日会」、11

日は「クリスマス音楽会」、

18日は「お正月飾り作り」。
日４日㈫・11日㈫・18日㈫

午前10時～11時
会サンクロス十日町
対未就園児とその保護者
問段十ろう（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

日６日㈭・13日㈭・20日㈭・

27日㈭午前10時～11時
対未就園児とその家族
会・問水沢公民館（☎758-

3101）

橘にこにこルーム

　７日は「作って遊ぼう！」、

21日は「クリスマス会」。

日７日㈮・21日㈮午前９時

30分～11時30分
会川西高齢者コミュニティセ

ンター
対未就園児とその家族
問子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

わらべっこ

　12月はお休みです。

問服部（☎090-6968-3110）

ぼぼっこひろば 

　遊び場を提供しています。
日毎週月・水曜日午前10時

～午後３時
会川西福祉センターはあとふ

る川西
他飲食持ち込み可
問川西地域振興会（☎768-

4951）

十日町おやこ劇場

「タップダンスショー」

日２日㈰午後３時～
会ユーモール
￥親子ペア（大人１人・子ど

も１人）3,000円、追加大

人2,000円、子ども（年少

以上）1,500円

「わくわく・キッズ」

日６日㈭・20日㈭午前10時

45分～
会段十ろう
￥２回無料※３回目から300円
持飲み物・着替え

〈共通〉

問丸山（☎090-2548-0507)

おはなしの会「ふきのとう」

日15日㈯午前10時～10時30

分
対乳幼児～小学３年生くらい
会・問千手中央コミュニティ

センター（☎768-2308）

おはなしひろば

「X
クリスマス,

masおはなし会」

日22日㈯午前10時～11時
対幼児～小学３年生くらい
会・問中里公民館（中里庁舎

内☎763-2493）

読み聞かせの会「どんぐり」

「聞かせ屋ケイタロー絵本ラ

イブ」

日９日㈰※時間未定

「おはなしのへや」

日15日㈯午前10時30分～11

時30分
対幼児～小学校３年生くらい
会・問情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

日13日㈭午前10時～11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしぴよぴよ

22日は「おはなしぴよぴよ

クリスマススペシャル」

対幼児～小学生
日１日㈯・８日㈯午前10時

30分～11時、22日㈯午後

２時～３時30分
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

日８日㈯午前10時30分～11

時
対幼児～小学校低学年
会・問情報館松代分室

　（☎597-2615）

のち ひびっ
ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば

12
のののの

12月



◆12月の健康・福祉の相談

32市報とおかまち　平成30年11月10日号市報とおかまち　平成30年11月10日号33

◆12月のそのほかの相談  教育相談・女性相談専用電話は30ページをご覧ください

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話料・相談料無料

電話による健康相談

☎0570-783-025

※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

 行政相談
日／会３日㈪午前10時～正午／

社協松代支所（人権相談と合
同）、７日㈮午前10時～正午／
本庁相談室、19日㈬午後１時
30分～３時30分／はあとふる
川西

問市民生活課市民係（☎757-3116）

 法律相談

日６日㈭・13日㈭・20日㈭午後１
時30分～４時

会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約

 定例年金相談
日13日㈭・27日㈭午前10時～正

午、午後１時～３時
会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務所
（☎025-716-0802）※要予約

 消費生活相談
日㈪～㈮午前９時～午後４時（祝

日・振休・年末年始を除く）
対悪質商法・買い物・契約で困っ

ている人
他面接相談は要予約
申・問市消費生活センター
　　　（☎757-3740・Ｆ752-4635）

 多重債務相談
日26日㈬午後１時～４時※21日

㈮までに要予約
会本庁相談室
内借金トラブル
問市消費生活センター（☎757-3740）

 心配ごと相談
日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎750-5010）

 生活困窮者相談
日午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会（☎752-7338）

 保健師による健康相談

日17日㈪午前９時30分～11時30分
会保健センター（市役所本庁隣）
申・問健康づくり推進課成人保健

係（☎757-9764）

 精神科医こころの健康相談

日12日㈬午後２時～４時
会保健センター（市役所本庁隣）
〆12月７日㈮
申・問健康づくり推進課成人保健

係（☎757-9764）

 臨床心理士こころの相談会

　人間関係や家庭問題などの悩み
を相談できます。
日12月17日㈪午後１時～３時
会保健センター（市役所本庁隣）
〆12月12日㈬
申・問健康づくり推進課成人保健

係 （☎757-9764）

 遺族の集いと健康相談

日４日㈫午後２時～３時30分
会松代病院
申・問十日町保健所（☎757-2402） 

 アルコール問題を抱える人の集い

日13日㈭午後２時～３時30分
会松之山支所
申・問十日町保健所（☎757-2402） 

 手話奉仕員窓口配置

日５日㈬・19日㈬午前11時～午
後３時

会・問福祉課（☎757-3782） 

 発達支援に関する相談

日㈪～㈮午前8時30分～午後5時15
分（祝日・振休・年末年始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

離乳食教室

〔離乳のはじめてコース〕
日12月18日㈫
対５か月～６か月児
●受付＝午前９時45分～10時
※直接会場へおいでください
会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・筆記用具
問健康づくり推進課母子保健係

　☎757-9759

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
（
４
歳
未
満
の
幼
児
）
募
集
中
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

子ども情報のひろば

姉の咲歩ちゃん（写真左）は、幼稚園に通い始め
て人見知りだったところもなくなり、大人になりま
した。園では、お遊戯や粘土細工を頑張っています。
弟の優澄ちゃん（写真右）は、咲歩ちゃんのことが
大好きで、動きを見て真似をしたり、一緒に遊びた
がったりします。最近、手押し車を使って一人で歩
けるようになりました。

159

12月の乳幼児相談

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

会・問子育て支援センター「くるる」　☎757-1008

〔健康相談〕

期　日 会場・受付時間

５日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分～11時30分

６日㈭ 松之山 子育て支援センター「にこにこ」
午前９時30分～11時30分

７日㈮ 松代 子育て支援センター「すくすく」
午前９時30分～11時30分

14日㈮ 中里 子育て支援センター「きらりん」
午前９時30分～10時30分

18日㈫ 保健センター（市役所本庁隣）
午前10時～11時15分

期　日 受付時間 内容

13日㈭ 午前10時～ 11時30分
身体測定・栄養相談
※身体測定のみ午後

３時₃₀分まで

25日㈫
午前10時～ 11時30分
午後は予約制（要事
前連絡）

育児相談
※身体測定は行いま

せん

〔育児相談ほか〕

12月の乳幼児健診
会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・問診票・フッ化物歯面塗布希望確
認票（１歳６か月児）・視聴覚アンケート（３歳
６か月児）・健やか親子21に基づくアンケート（４
か月児・１歳６か月児・３歳６か月児）着替え・
おむつなど

※３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

※２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診 19日㈬ 午後１時

　～１時30分
30年８月
生まれの乳児

10か月児
身体測定 20日㈭ 午前９時

　～９時30分
30年２月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診 12日㈬ 午後１時

　～１時30分
29年５月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 12日㈬ 午前９時

　～９時30分
28年６月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診 11日㈫ 午後１時

　～１時30分
27年６月
生まれの幼児

子どもをむし歯から守る
ブラッシング相談

日12月４日㈫午前９時30分～10時30分
会子育て支援センターきらりん
対未就学児とその保護者
持歯ブラシ・母子健康手帳・タオル
問中里支所市民課市民係　☎763-3121

●診察受付時間：午前８時30分～午後４時30分

　（午後の診察開始時間は問い合わせてください）

12月の休日救急医 NHKデータ放送でも確認できます

問医療介護課（☎757-9758）

　休日救急診療センターは、休日における一次救急診療を行う機

関であり、インフルエンザなど予防接種は行っていません。また、

登園・登校の許可証の記入もできません。平日に、かかりつけ医

や近くの病院へ問い合わせてください。

インフルエンザなど予防接種と感染症診断後の登園・登校許可証について

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

２日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

た か き 医 院 土市５（十日町） 758-2361

９日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

大 坪 医 院 四日町新田２（十日町）757-6100

16日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

大 熊 内 科 医 院 山本町１（十日町） 752-7066

23日（日・祝）
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

大渕内科クリニック 中条中町（十日町） 752-7155

24日（月・振）
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

池 田 医 院 本町西１（十日町） 752-2581

30日㈰ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

31日（月・年末） 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

・休日や祝日に急な発熱などで具合が悪くなったときは、応急手

当を受けられます。保険証を忘れずにお持ちください。

※12月から３月は休日当番医院でも診療を行っています

保
坂 

咲さ

歩ほ

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

　
　 

優ゆ
う

澄と

ち
ゃ
ん
（
10
か
月
）

田
中
町
本
通
り



連載コーナー

小小小さなさなさな村村村ののの
大大大きなきなきな物語物語物語

地
域
・
集
落
全
体
で
取
組
ん
で
い
る
活
動
を
ぜ
ひ
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

連載コーナー

現在は50歳代前半から70歳代後半の女性13人で活動中。講師は中里の吉楽一
彦さん（63歳・宮中）が務めます。第２・４火曜日の午後７時30分～９時30
分まで中里支所３階でにぎやかに活動しています。見学・体験も随時可能で、
男性会員を大募集中です。

教材を元にした振り付けには、歌詞の意味を表す手の動きや、男女ペアで踊る
ものもあります。現在は男性役と女性役を交代しながら踊るため、前後左右逆
になる手足に戸惑うことも。

１回の練習で５曲ほどを踊り
ます。この日は猿岩石の「白
い雲のように」、高橋真梨子
の「涙のまちかど」など、懐
かしのＪポップに合わせて練
習しました。きちんと踊れた
ときは気持ちがよく、達成感
が味わえます。
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市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー
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「
楽
し
く
踊
る
」が
つ
な
ぐ
仲
間
の
輪

レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　
レ
ク
ダ
ン
ス
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
）
を
通
じ
、
健
康
づ
く
り
に
励
む
中
里

地
域
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
演
歌
ま
で
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
で
踊
る
創

作
ダ
ン
ス
で
、
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
取
り
組
め
る
運
動
と
し
て
、
全
国
的
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
も
約
30
年
に
わ
た
り
、
レ
ク
ダ
ン
ス
を
通
じ
た
仲

間
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

代
表
　
羽
鳥
京
子
さ
ん
（
☎
７
６
３
―
３
６
８
１
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

「
仲
間
と
話
し
な
が
ら
踊
る
時
間
が

と
て
も
楽
し
く
て
、
体
の
調
子
も
い
い

で
す
よ
」
と
話
す
、
代
表
の
羽
鳥
京
子

さ
ん
（
63
歳
・
新
屋
敷
）。
ダ
ン
ス
を

習
っ
た
経
験
の
あ
る
会
員
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
が
、
形
に
と
ら
わ
れ
る
の
で

は
な
く
、
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が

目
的
の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
10
年

以
上
続
け
て
い
ま
す
。

踊
り
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
よ
う
に

輪
に
な
り
、
中
央
に
寄
っ
た
り
離
れ
た

り
し
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
円
を

進
み
ま
す
。
1
曲
の
中
で
同
じ
振
り
を

数
回
繰
り
返
す
う
ち
に
体
が
温
ま
っ
て

き
ま
す
。
一
緒
に
汗
を
流
し
て
過
ご
す

う
ち
に
、
初
対
面
だ
っ
た
会
員
同
士
も

打
ち
解
け
合
い
ま
し
た
。「
み
ん
な
で

楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
発

散
に
な
り
ま
す
」
と
皆
さ
ん
が
話
す
よ

う
に
、
練
習
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。

出
か
け
る
の
が
面
倒
に
な
る
冬
で
も

休
ま
ず
練
習
を
行
い
、
会
員
の
熱
気
や

笑
顔
で
練
習
場
は
温
か
な
場
と
な
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
で
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
続
け
て
い
く
の
が
願
い
で
す
。

第６話
「浦田地区芸能祭」

取材者

現
在
12
集
落
１
２
２
世
帯
が
暮
ら
す
浦
田
地

区
は
以
前
か
ら
数
々
の
事
業
を
手
掛
け
、
よ
り

暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
皆
が
主
役
に
な
り
一
緒
に
感
動
を

分
か
ち
合
う
場
を
作
り
た
い
、
と
の
声
が
上

が
っ
た
の
が
32
年
前
。
芸
達
者
た
ち
が
集
い
、

芸
能
祭
と
し
て
地
区
が
最
も
熱
く
な
る
夏
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

手
弁
当
で
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
、
２
か
月
ほ

ど
前
か
ら
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
準
備
を

進
め
る
一
方
、
出
演
者
た
ち
も
さ
ら
に
新
し
い

演
目
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
を

重
ね
ま
す
。
第
32
回
と
な
っ
た
今
年
は
8
月
26

日
㈰
に
開
催
さ
れ
、
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
に
当
日

飛
び
入
り
を
含
め
、
団
体
・
個
人
か
ら
20
以
上

の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
趣
向

を
凝
ら
し
た
見
応
え
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
、

客
席
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

地
区
に
学
校
が
無
く
な
り
、
住
民
が
集
え
る

と
こ
ろ
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
今
、

参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
楽
し
め
る
芸
能
祭
は
地

区
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
確

信
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
イ
ベ
ン
ト
後
の
慰
労

会
で
も
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
っ
て
盛
り

上
が
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

❶地区の盆踊りが終わる

とのぼり旗が設置さ

れ、２週間後の開催に

向けて機運を盛り上げ

ます。

❷グループで参加すると

楽しさも倍増です。

❸トリで登場した「うら

だ屋」の太鼓演奏。小

気味よい響きに拍手喝

采。

❹ワクワク・ドキドキの

熱演に視線が集まりま

す。

❸ ❹

❷❶

地域おこし協力隊
浦田地区担当

ダンスや詩吟、寸劇に軽体操などプログラムは
実に盛りだくさん。観ても演じても楽しめ、運営
に関わると楽しさがさらに増幅する不思議なお祭
りです。

私も出演させてもらいましたが、諸先輩方のパ
ワーとバイタリティに追いつくのは容易でなく、
来年に向けて今から芸を磨いておかないと……。
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輝
く
海
と
夕
焼
け

滝
沢
　
真し
ん

司じ

さ
ん
（
５
年
）

諏
訪
神
社
か
ら
見
た
十
日
町

阿
部
詩し

寿ず

瑠る

さ
ん
（
６
年
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
ジ
ャ
ン
プ

福
原
　
來ら

未み

さ
ん
（
３
年
）

ま
だ
生
き
て
い
た
！？

関
口
　
紗さ

矢や

さ
ん
（
４
年
）

た
ま
ご
か
ら
出
て
き
た
森
で
、

虫
を
つ
か
ま
え
た
よ

中
嶋
　
姫ひ

奈な

さ
ん
（
２
年
）

へんてこなたまごの中から、木・
花・草・虫がたくさん出てきまし
た。その虫を、虫とりあみでとっ
た絵をかきました。

スカイツリーの前でポーズを
決めて写真をとっているところ
です。空をスポンジときりふきで
ぬりました。きれいな空がかけま
した。

ぜつめつしたと思ったきょうり
ゅうが現れたところです。きょう
りゅうの歯は、三角刀でほり方を
工夫して、細かくほることができ
ました。

柏崎で見た海が輝くようにきれ
いで、心に残りました。海が夕日
に光る様子を絵の具で表現しまし
た。自分でもとても気に入ってい
ます。

屋根の色やかべの色が本物と同
じになるようにぬりました。家や
建物は、遠近感が出るようにかき
ました。

ゴーストだんち

根津善
ぜん

一
いち

郎
ろう

さん（１年）

オ
バ
ケ
た
ち
が
す
む
だ
ん

ち
を
か
き
ま
し
た
。
オ
バ
ケ

の
こ
わ
い
イ
メ
ー
ジ
を
あ
ら

わ
す
た
め
に
、
た
て
も
の
の

う
し
ろ
の
ぬ
り
か
た
を
く
ふ

う
し
ま
し
た
。


	表紙
	特集「知っていますか？糖尿病のこと」
	第70回十日町雪まつり　各種募集のお知らせ
	第三回世界イタリア料理週間～イタリアンフェアin十日町～
	第56回全国中学校スキー大会「クロスカントリー競技」
	十日町市の雪対策
	十日町市・十日町地域広域事務組合の人事行政事業の公表
	地籍調査事業
	わたしの会社のいちおし！ワーカー！
	タウントピックス
	表彰おめでとうございます
	大地の芸術祭　地元サポーター・こへび隊通信
	お知らせ・ガイド
	催し・講座
	募集
	健康・福祉
	子育て
	スポーツ
	くらし・相談

	12月のちびっこひろば
	子ども情報のひろば
	12月の健康・福祉の相談
	12月の休日救急医
	12月のそのほかの相談
	このとき熱中＆夢中
	小さな村の大きな物語
	ジュニア芸術祭

